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文
二
甲
二 

梅
崎
春
生 

 

海
綿
の
樣
に
落
魄
に
濕
つ
た
病
床
に 

私
は
茫
漠
と
横
た
は
つ
て
居
る 

窓
の
外
に
蟋
蟀
が
鳴
き
む
せ
ぶ
夜
で
あ
る 

露
を
と
ら
へ
た
秋
草
を
踏
み
分
け
て 

近
づ
い
て
來
る
跫
音
を
私
は
聞
く 

 

窓
に
は
不
安
に
戰
く
障
子
が
あ
る 

一
枚
の
紙
を
お
す
夜
の
重
壓 

東
洋
風
な
幻
想
の
恐
怖
に 

流
木
の
如
く
押
し
流
さ
れ
る
私
の
意
識 

私
は
更
に
強
い
恐
怖
を
感
じ
る 

私
は
グ
ン
グ
ン
と
上
昇
す
る
體
溫
計
の
水
銀
を
感
じ
る 

私
は
ヌ
ル
ヌ
ル
と
分
泌
す
る
皮
膚
面
の
殘
滓
を
感
じ
る 

そ
し
て
鬱
積
し
た
闇
黑
を
破
つ
て 

近
づ
い
て
來
る
跫
音
を
私
は
聞
く 

 

人
つ
子
一
人
居
な
い
此
の
病
室
に 

私
は
紙
の
や
う
に
ふ
る
へ
て
居
る 

心
に
巣
く
ふ
死
の
恐
怖
と
生
の
執
着
と
に 

 

何
だ
か
月
が
山
に
隱
れ
る
豫
感
が
す
る 

蟋
蟀
の
聲
も
細
つ
て
來
た
樣
だ 



私
は
高
熱
に
浮
か
さ
れ
な
が
ら 

山
の
端
に
沈
む
月
光
の
最
後
の
一
條
の 

執
着
に
狂
奔
す
る
光
景
を
幻
想
す
る 

 

近
づ
い
て
來
る
跫
音
を
私
は
聞
く 

私
は
鈍
く
な
つ
た
脈
搏
を
數
へ
る 

私
は
衰
へ
果
て
た
四
肢
を
撫
で
る 

私
は
思
ひ
出
に
滿
ち
た
生
涯
の
影
像
を 

頭
の
中
に
し
つ
か
り
刻
み
つ
け
て
置
か
う
と 

淋
し
い
悲
し
い
努
力
に
悶
へ
る 

 

益
々
近
づ
い
て
來
る
跫
音 

 

終
に
窓
一
樣
に
擴
が
る
影 

影 

影 

外
面
一
ぱ
い
荒
れ
狂
う
嵐
の
幻
覺 

鼠
色
の
壁
か
ら
し
み
出
る
妖
性
の
幻
視 

私
は
渾
身
の
力
で
蒲
團
に
し
が
み
つ
く 

 

遂
に
遂
に
窓
を
押
し
開
い
て
躍
り
込
む
影―

―
 

私
の
意
識
の
中
で
壁
土
が
ボ
ロ
ボ
ロ
と
散
り
落
ち
る 

ぐ
ら
ぐ
ら
と
ゆ
ら
め
く
此
の
病
室
の
陰
慘
な
風
景
よ 

蒲
團
の
上
に
跨
つ
て
私
の
咽
喉
を
扼
す
る
も
の 

あ
あ
慘
々
た
る
恐
怖
の
中
に 

私
の
意
識
は
墜
ち
る
墜
ち
る―

―
 

果
て
し
無
き
虛
無
の
中
に
彈
丸
の
如
く
墜
落
す
る 

   



 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
七
月
二
日
第
五
高
等
学
校
龍
南
会
発
行
『
龍
南
』
二
二
五
号

に
所
載
さ
れ
た
初
出
形
。
同
号
の
詩
篇
の
部
巻
頭
で
、
次
回
に
電
子
化
す
る
梅
崎
春
生
の
詩
篇
「
カ
ラ
タ
チ
」

の
詩
も
続
い
て
載
っ
て
い
る
（
こ
の
前
に
は
随
筆
が
一
本
あ
る
だ
け
）。 

 

今
回
、
底
本
は
「
熊
本
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
内
で
発
見
し
た
、
同
初
出
誌
誌
面
画
像
「2

2
5
-0

0
2

.p
d
f

」

（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
／
フ
ァ
イ
ル
の
拡
張
子
で
判
る
の
で
以
下
で
は
こ
の
注
は
略
す
）
を
視
認
し
て
活
字
に
起
こ
し

た
。
こ
の
私
の
梅
崎
春
生
の
詩
篇
の
初
出
復
元
電
子
化
は
恐
ら
く
初
め
て
の
試
み
と
思
わ
れ
る
（
昭
和
六
〇

（
一
九
八
五
）
年
沖
積
舎
刊
「
梅
崎
春
生
全
集
」
第
七
巻
所
収
の
同
詩
篇
は
正
字
化
さ
れ
、
歴
史
的
仮
名
遣

も
現
代
仮
名
遣
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
）。 

 

但
し
、
次
の
三
箇
所
は
誤
植
と
判
断
し
て
、
沖
積
舎
版
に
よ
り
、
補
正
し
た
。 

 

第
二
連
八
行
目 

「
そ
し
て
鬱
積
し
た
闇
黑
を
破
つ
て
」→

【
初
出
】「
そ
し
て
鬱
積
し
た
闇
里
を
破
つ
て
」 

第
七
連
四
行
目 

「
私
は
渾
身
の
力
で
蒲
團
に
し
が
み
つ
く
」→

【
初
出
】「
私
は
渾
身
の
方
で
蒲
團
に
し
が
み
つ
く
」 

第
八
連
一
行
目 

「
遂
に
遂
に
窓
を
押
し
開
い
て
躍
り
込
む
影―

―

」→

【
初
出
】「
遂
に
遂
に
窓
を
押
し
開
い
て
躍
り
込
む

影―

」 

 

前
二
者
は
「
闇
里
」
及
び
「
方
」
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
こ
と
、
三
番
目
は
同
連
の
五
行
目
の
ダ
ッ
シ
ュ
が

二
文
字
分
で
あ
り
、
こ
こ
を
一
字
分
ダ
ッ
シ
ュ
と
す
る
有
意
な
差
異
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
こ

と
に
よ
る
。
な
お
、
底
本
に
は
一
切
の
ル
ビ
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
沖
積
舎
版
全
集
に
入
っ
て
い
る

十
二
箇
所
に
及
ぶ
ル
ビ
は
全
集
編
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
当
該
全
集
に
は
編
者
に
よ

る
適
宜
ル
ビ
振
り
し
た
と
い
う
注
記
記
載
は
な
い
）。
こ
の
内
で
は
一
箇
所
だ
け
、
第
七
連
二
行
目
の
「
外

面
」
に
「
と
の
も
」
と
ル
ビ
を
振
っ
て
い
る
こ
と
に
限
っ
て
は
、
読
み
と
し
て
そ
う
あ
る
べ
き
こ
と
を
肯
ん

ず
る
こ
と
が
出
来
、
読
み
の
振
れ
を
考
え
る
な
ら
ば
あ
っ
た
方
が
よ
い
も
の
で
あ
る
と
は
思
っ
た
。 

 

「
文
二
甲
二
」
は
熊
本
の
第
五
高
等
学
校
文
科
二
年
の
甲
類
（
選
択
外
国
語
が
英
語
）
の
二
組
（
甲
類
中

の
ク
ラ
ス
・
ナ
ン
バ
ー
）
の
意
で
あ
ろ
う
。
梅
崎
春
生
は
福
島
県
修
猷
館
中
学
校
卒
業
後
、
福
岡
高
校
を
受

http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7124/1/225-002.pdf
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7124/1/225-002.pdf


験
し
た
が
不
合
格
で
、
翌
年
四
月
に
第
五
高
等
学
校
に
入
学
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
時
、
既
に
満
十
八
に
な

っ
て
い
た
（
春
生
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
二
月
十
五
日
生
ま
れ
）。
但
し
、
本
篇
に
は
重
い
病
床
に
臥

し
て
い
る
詩
人
の
姿
が
描
か
れ
る
が
、
梅
崎
春
生
の
年
譜
、
同
年
の
日
記
そ
の
他
を
調
べ
て
み
て
も
、
五
高

時
代
の
こ
の
時
期
に
そ
の
よ
う
な
入
院
を
し
た
事
実
を
確
認
出
来
な
い
。
但
し
、
こ
の
年
次
の
最
後
、
三
年

進
級
時
に
落
第
し
て
、
二
年
次
を
ダ
ブ
っ
て
は
い
る
。 

 

『
龍
南
』
は
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
十
一
月
二
十
六
日
の
創
刊
（
初
期
は
『
龍
南
会
雑
誌
』
か
）
の

熊
本
第
五
高
等
学
校
の
交
友
会
誌
。
五
高
の
英
語
教
授
で
あ
っ
た
夏
目
漱
石
を
始
め
と
し
て
、
厨
川
白
村
・

下
村
湖
人
・
犬
養
孝
・
大
川
周
明
・
上
林
暁
・
木
下
順
二
な
ど
の
後
の
錚
々
た
る
文
学
者
が
寄
稿
し
た
。
梅

崎
春
生
も
昭
和
九
年
度
に
は
編
集
委
員
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
今
回
、「
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
」
公
式
サ

イ
ト
内
の
「
龍
南
会
雑
誌
目
次
」
に
よ
り
発
行
月
日
ま
で
確
認
出
来
た
。 

 

な
お
、
本
詩
篇
が
掲
載
さ
れ
た
『
龍
南
』
当
該
誌
の
『
編
輯
後
記
』
を
も
「
熊
本
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
」

内
の
初
出
誌
誌
面
画
像
「2

5
-0

1
7

.p
d
f

」
で
現
認
出
来
る
が
、
そ
こ
に
は
『「
死
床
」
は
此
の
人
の
作
風
が

よ
く
現
れ
て
居
る
』
と
『（
中
村
）』
な
る
人
物
の
署
名
で
書
か
れ
て
い
る
（
こ
の
人
物
は
不
詳
。
当
該
フ
ァ

イ
ル
の
書
誌
情
報
に
も
姓
の
み
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
同
号
に
『
文
三
甲
三 

中
村
信
一
』
と
い

う
人
物
の
「
塩
魚
の
燒
く
る
に
ほ
ひ
」
と
い
う
詩
篇
が
載
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
こ
の
「
中
村
」
氏
は
『「
塩

魚
の
燒
く
る
匂
」
題
は
何
だ
か
素
晴
ら
し
い
さ
う
で
つ
ま
ら
な
い
』（
「
匂
」
は
マ
マ
）
と
評
し
て
お
り
、
他

の
寸
評
に
比
し
て
、
ひ
ど
く
そ
っ
け
な
い
。
一
つ
の
推
理
で
あ
る
が
、
こ
の
そ
っ
け
な
さ
は
実
は
自
分
の
詩

で
あ
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
？
］ 

          

http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/ryunan/mokuji.html
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7141/1/225-017.pdf
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/handle/2298/7141
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/handle/2298/7141


   
 

 
 

 
カ 

ラ 

タ 

チ 
 

病
身
ヲ
杖
ニ
托
シ
テ
ヨ
ロ
メ
ク
ハ 

今
日
モ
カ
ラ
タ
チ
ノ
葉
靑
ミ
タ
ル
小
路
デ
ア
ル 

 

カ
ラ
タ
チ
ヲ
ス
リ
拔
ケ
ル
風
ノ
葉
ズ
レ
ハ 

白
々
シ
キ
傷
心
ノ
音
譜 

空
氣
ヲ
チ
ク
チ
ク
ト
刺
シ
通
ス
鋭
ド
サ
ニ 

靑
ミ
タ
ル
カ
ラ
ダ
チ
ノ
ト
ゲ
ノ
ユ
ラ
ギ
ツ
ツ 

 

私
ノ
ク
ロ
ズ
ミ
枯
レ
タ
ル
肋
骨
ノ 

 

何
時
カ
ハ
カ
ク
靑
ミ
テ 

 

春
風
ニ
呼
吸
ス
ル
日
ヲ
思
フ 

 

私
ハ
歩
キ
出
ス 

蹌
踉
ト
カ
ラ
タ
チ
ノ
垣
根
ニ
沿
ツ
テ 

    

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
七
月
二
日
第
五
高
等
学
校
龍
南
会
発
行
『
龍
南
』
二
二
五
号

に
所
載
さ
れ
た
初
出
形
。
前
掲
の
詩
篇
「
死
床
」
に
続
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
死
床
」
の
署
名
『
文

二
甲
二 

梅
崎
春
生
』
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。 

 

底
本
は
「
熊
本
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
内
で
発
見
し
た
、
同
初
出
誌
誌
面
画
像
「2

2
5
-0

0
3
.p

d
f

」
を

視
認
し
て
活
字
に
起
こ
し
た
。 

 

老
婆
心
乍
ら
、「
蹌
踉
」
は
「
さ
う
ら
う
（
そ
う
ろ
う
）」
で
、
足
ど
り
が
ふ
ら
つ
く
さ
ま
、
よ
ろ
め
く
さ

ま
の
意
。 

http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7125/1/225-003.pdf


 
な
お
、
全
篇
と
同
じ
く
、
本
詩
篇
が
掲
載
さ
れ
た
『
龍
南
』
当
該
誌
の
『
編
輯
後
記
』（「2

5
-0

1
7
.p

d
f

」）

で
例
の
中
村
な
る
編
集
者
が
『「
カ
ラ
タ
チ
」
は
割
に
好
い
』
と
の
っ
け
に
記
し
て
い
る
（
こ
の
中
村
氏
は

「
死
床
」
よ
り
も
、
こ
の
「
カ
ラ
タ
チ
」
の
方
が
気
に
入
っ
た
も
の
と
読
め
る
）。］ 

                         

http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7141/1/225-017.pdf


   
 

 
 

嵐 
  

 
 

 
 

 
 

 

梅
崎
春
生 

 

目
を
上
げ
る
と
、
今
ま
で
芝
生
に
影
を
投
げ
て
居 

た
に
れ
の
木
が
、
藍
一
つ
一
つ
に
濕
氣
を
含
み
今 

は
雲
の
影
に
お
さ
れ
て
、
影
は
芝
生
の
中
に
吸
ひ 

込
ま
れ
る
。
此
の
風
は
芝
生
の
一
本
一
本
を
搖
り 

動
か
す
の
だ
ら
う
か
。
風
の
意
志
は
此
の
搖
り
動 

か
さ
れ
る
芝
生
の
樣
な
俺
の
心
に
の
ぞ
み
、
嵐
を 

畏
れ
な
が
ら
も
い
ら
だ
ち
待
つ
心
だ
。
庭
に
は
は 

た
は
た
と
洗
濯
物
が
あ
ふ
り
、
淸
潔
な
曹
達
の
匂 

ひ
を
大
地
に
ふ
り
落
す
。
雲
足
の
速
さ
は
刻
々
に 

れ
の
皮
を
か
ぎ
ろ
は
せ
、
俺
の
心
は
一
枚
の
濡
れ 

た
旗
と
な
る
。
嵐
の
豫
感
に
今
緣
に
立
て
ば
遠
景 

を
わ
た
る
風
の
意
志
は
、
遠
景
の
樹
々
の
屈
服
を 

強
ひ
つ
つ｡

お
お､

に
れ
の
木
は
爭
鬪
の
前
の
亢
奮 

に
我
を
忘
れ
て
葉
を
ざ
わ
め
か
す
。
緣
に
立
つ
て 

双
手
を
伸
し
、
嵐
を
望
み
待
つ
俺
の
心
は
、
は
た 

は
た
は
た
と
聲
を
あ
げ
て
手
も
ふ
る
ふ
程
の
緊
張 

の
中
に
今
影
の
樣
に
、
嵐
は
大
き
な
手
を
擴
げ
て 

渡
つ
て
來
る
。 

    



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
十
一
月
五
日
第
五
高
等
学
校
龍
南
会
発
行
『
龍
南
』
二
二
六

号
に
所
載
さ
れ
た
初
出
形
（
発
行
日
は
「
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
「
龍
南
会
雑
誌
目
次
」

に
よ
り
確
認
）。
底
本
は
「
熊
本
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
内
の
同
初
出
誌
誌
面
画
像
「2

2
6
-0

0
5
.p

d
f

」
を

視
認
、
活
字
に
起
こ
し
た
。 

 

沖
積
舎
版
と
は
一
行
字
数
が
異
な
り
（
沖
積
舎
版
は
二
十
字
、
初
出
は
基
本
十
九
字
で
「
強
ひ
つ
つ｡

お

お､

に
れ
の
木
は
爭
鬪
の
前
の
亢
奮
」
の
行
の
句
読
点
が
表
記
の
よ
う
に
半
角
化
さ
れ
て
い
る
）、
以
下
の
句

読
点
異
同
が
見
ら
れ
る
。 

 

初
出
形
二
～
三
行
目 

「
藍
一
つ
一
つ
に
濕
氣
を
含
み
今
は
雲
の
影
に
お
さ
れ
て
、」 

 
 

 
↓

（「
含
み
」
の
後
に
読
点
を
追
加
） 

「
藍
一
つ
一
つ
に
湿
気
を
含
み
、
今
は
雲
の
影
に
お
さ
れ
て
、」 

 

初
出
形
終
わ
り
か
ら
四
行
目 

「
緣
に
立
つ
て
双
手
を
伸
し
、
嵐
を
望
み
待
つ
俺
の
心
は
、
は
た
は
た
は
た
と
聲
を
あ
げ
て
手
も
ふ
る
ふ
程

の
緊
張
の
中
に
今
影
の
樣
に
、
嵐
は
大
き
な
手
を
擴
げ
て
渡
つ
て
來
る
。」 

 
 

 
↓

（「
聲
を
あ
げ
て
」
の
後
に
句
点
を
、「
緊
張
の
中
に
」
の
後
に
読
点
を
追
加
） 

「
縁
に
立
っ
て
双
手
を
伸
し
、
嵐
を
望
み
待
つ
俺
の
心
は
、
は
た
は
た
は
た
と
声
を
あ
げ
て
。
手
も
ふ
る
ふ

程
の
緊
張
の
中
に
、
今
影
の
樣
に
、
嵐
は
大
き
な
手
を
擴
げ
て
渡
っ
て
来
る
。」 

 

前
者
は
あ
っ
た
方
が
よ
い
と
は
思
う
が
、
後
者
は
如
何
か
？ 

前
の
句
点
は
、
前
の
文
脈
の
調
性
と
の
対
句

構
造
と
す
れ
ば
、
奇
異
で
は
あ
る
も
の
の
、
よ
し
と
す
る
と
し
て
、
後
の
読
点
は
、
果
た
し
て
？ 

こ
こ
で

よ
い
か
？ 

私
が
編
者
で
あ
り
、
敢
え
て
読
点
を
追
加
す
る
と
す
る
な
ら
、
こ
こ
は
、 

 

「
手
も
ふ
る
ふ
程
の
緊
張
の
中
に
今
、
影
の
樣
に
、
嵐
は
大
き
な
手
を
擴
げ
て
渡
つ
て
来
る
。」 

 

或
い
は
大
胆
に
も
、 

 

http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/ryunan/mokuji.html
http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/ryunan/mokuji.html
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7146/1/226-005.pdf


「
手
も
ふ
る
ふ
程
の
緊
張
の
中
に
。
今
、
影
の
樣
に
、
嵐
は
大
き
な
手
を
擴
げ
て
渡
つ
て
来
る
。」 

 

と
す
る
で
あ
ろ
う
。
朗
読
し
て
御
覧
に
な
れ
ば
、
私
の
焦
燥
の
意
味
が
解
か
る
で
あ
ろ
う
。 

 

な
お
、
沖
積
舎
版
で
は
「
曹
達
」
に
「
ソ
ー
ダ
ー
」
と
ル
ビ
を
振
る
が
、
こ
れ
も
私
は
イ
ケ
好
か
な
い
の

だ
。
振
る
ん
な
ら
、
こ
こ
は―

―

「
ソ
ー
ダ
」―

―

だ
ろ
う
！
］ 

                       



   
 

 
 

追 
 

憶 
 

大
き
な
夾
竹
桃
の
あ
る
幼
な
い
思
い
出
の
庭
、 

 

私
は
そ
の
土
藏
の
壁
に
橙
色
の
ク
レ
オ
ン
で
素
晴
ら
し
い
船
の
畫
を
描
い
た
。 

 

橙
色
の
二
本
の
煙
突
か
ら
チ
ロ
チ
ロ
と
は
き
出
さ
れ
る
橙
色
の
煙
、 

 

橙
色
の
鷗
が
は
た
は
た
と
飛
び
交
ふ
橙
色
の
波
頭
。 

 

あ
あ
午
後
の
庭
は
目
の
痛
い
程
明
る
い―

―

。 

  

遠
く
か
ら
來
る
響
き
の
や
う
に
私
は
ス
ク
リ
ウ
の
音
を
感
じ
て
居
る
。 

 

あ
れ
は
今
日
も
夾
竹
桃
の
花
を
ゆ
る
が
す
風
の
音
で
で
も
あ
ら
う
か
。 

 

今
土
藏
を
前
に
し
て
ク
レ
オ
ン
を
握
つ
て
居
る
の
は
幼
な
い
日
の
私
で
あ
る
。 

 

橙
色
の
鷗
の
ひ
そ
け
き
は
ば
た
き―

―

遠
い
追
憶
の
翼
の
そ
れ
。 

 

甲
板
を
ゆ
き
き
す
る
大
男
の
船
長
の
錆
び
た
る
靴
の
ひ
び
き
、 

 

マ
ス
ト
に
坐
る
小
さ
な
船
員
の
あ
の
異
國
め
い
た
發
音
よ
。 

 

白
い
大
洋
へ
の
白
き
陽
の
光
の
た
わ
む
れ―

―

さ
ざ
め
く
潮
の
匂
ひ
も
し
て
、 



 

私
は
遠
い
遠
い
昔
の
事
を
長
い
水
脈
の
よ
う
に
知
り
始
め
て
居
る
。 

  

私
は
裏
庭
の
土
藏
の
壁
畫
に
、 

 

再
び
ク
レ
オ
ン
を
握
り
し
め
て
長
い
長
い
水
脈
を
か
き
そ
へ
る
。 

 

さ
う
し
て
明
る
い
午
後
の
庭
の
追
憶
の
甘
さ
に
放
心
し
て―

―
 

 

じ
つ
と
、
む
せ
ぶ
ほ
ど
の
夾
竹
桃
の
花
の
香
を
か
い
で
居
る
。 

    

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
二
月
二
十
八
日
第
五
高
等
学
校
龍
南
会
発
行
『
龍
南
』
二
二

七
号
に
所
載
さ
れ
た
初
出
形
（
発
行
日
は
「
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
「
龍
南
会
雑
誌
目

次
」
に
よ
り
確
認
）。
底
本
は
「
熊
本
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
内
の
同
初
出
誌
誌
面
画
像
「2

2
7
-0

0
7

.p
d
f

」

を
視
認
、
活
字
に
起
こ
し
た
。
行
間
の
有
意
な
空
き
は
マ
マ
で
あ
る
。「
思
い
出
」「
た
わ
む
れ
」
は
マ
マ
。 

 

沖
積
舎
版
は
こ
の
行
空
き
を
無
視
し
、
し
か
も
最
終
連
の
最
後
の
二
行
を
一
続
き
に
し
て
い
る
た
め
、
か

な
り
見
た
目
の
印
象
が
異
な
る
の
で
、
特
に
別
に
掲
げ
る
。 

  
 

 

＊ 

  
 

 

追 
 

憶 
 

大
き
な
夾
竹
桃

⅝

℮
∟
ↄ
≤
℮

の
あ
る
幼
な
い
思
い
出
の
庭
、 

私
は
そ
の
土
蔵
の
壁
に
橙
色

∞
™
∞
™

の
ク
レ
オ
ン
で
素
晴
ら
し
い
船
の
画
を
描
い
た
。 

http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7184/1/227-007.pdf
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7184/1/227-007.pdf


橙
色
の
二
本
の
煙
突
か
ら
チ
ロ
チ
ロ
と
は
き
出
さ
れ
る
橙
色
の
煙
、 

橙
色
の
鷗

⅛
╙
╘

が
は
た
は
た
と
飛
び
交
う
橙
色
の
波
頭
。 

あ
あ
午
後
の
庭
は
目
の
痛
い
程
明
る
い―

―

。 

 

遠
く
か
ら
来
る
響
き
の
よ
う
に
私
は
ス
ク
リ
ュ
ー
の
音
を
感
じ
て
居
る
。 

あ
れ
は
今
日
も
夾
竹
桃
の
花
を
ゆ
る
が
す
風
の
音
で
で
も
あ
ろ
う
か
。 

今
土
蔵
を
前
に
し
て
ク
レ
オ
ン
を
握
っ
て
居
る
の
は
幼
な
い
日
の
私
で
あ
る
。 

橙
色
の
鷗
の
ひ
そ
け
き
は
ば
た
き―

―

遠
い
追
憶
の
翼
の
そ
れ
。 

甲
板
を
ゆ
き
き
す
る
大
男
の
船
長
の
錆↕

び
た
る
靴
の
ひ
び
き
、 

マ
ス
ト
に
坐
る
小
さ
な
船
員
の
あ
の
異
国
め
い
た
発
音
よ
。 

白
い
大
洋
へ
の
白
き
陽
の
光
の
た
わ
む
れ―

―

さ
ざ
め
く
潮
の
匂
い
も
し
て
、 

私
は
遠
い
遠
い
昔
の
事
を
長
い
水
脈
の
よ
う
に
知
り
始
め
て
居
る
。 

 

私
は
裏
庭
の
土
蔵
の
壁
画
に
、 

再
び
ク
レ
オ
ン
を
握
り
し
め
て
長
い
長
い
水
脈
を
か
き
そ
え
る
。 

そ
う
し
て
明
る
い
午
後
の
庭
の
追
憶
の
甘
さ
に
放
心
し
て―

―

じ
っ
と
、
む
せ
ぶ
ほ
ど
の
夾
竹
桃
の
花
の

香
を
か
い
で
居
る
。 

  
 

 

＊ 

ル
ビ
の
「
だ
い
だ
い
」
は
「
橙
色
」
の
二
字
に
振
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
と
は
思
う
。
悪
く
な

い
と
は
思
う
。
思
う
が
、
初
出
に
は
ル
ビ
は
な
い
以
上
、
そ
う
編
者
が
振
っ
た
根
拠
は
奈
辺
に
あ
る
の
か
は

知
り
た
く
は
あ
る
、
と
は
言
っ
て
お
く
。
寧
ろ
、
私
は
二
箇
所
の
「
水
脈
」
の
方
が
気
に
な
る
。
沖
積
舎
全

集
の
編
者
は
、
こ
れ
を
「
す
い
み
ゃ
く
」
と
読
ま
せ
る
つ
も
り
な
の
か
？ 

こ
れ
は
意
味
か
ら
間
違
い
な
く

絶
対
に
「
み
を
（
み
お
）」
で
あ
る
。
当
た
り
前
だ
か
ら
だ
、
と
い
う
か
？
！ 

だ
っ
た
ら
、「
き
ょ
う
ち
く

と
う
」
も
「
か
も
め
」
も
「
錆
び
た
る
」
の
「
さ
」
も
み
ん
な
、
い
ら
な
い
だ
ろ
？
！ 

と
言
い
た
い
の
で

あ
る
。 

 

さ
て
も
。
私
が
も
し
朗
読
せ
よ
と
言
わ
れ
、
こ
の
初
出
形
と
沖
積
舎
版
の
上
記
の
テ
ク
ス
ト
渡
さ
れ
と
し

た
ら
、
そ
の
朗
読
は
全
く
違
う
も
の
と
な
る
。
初
出
形
は
朗
読
時
間
が
倍
以
上
下
手
を
す
れ
ば
三
倍
に
近
く



な
ろ
う
と
思
う
。
則
ち
、
こ
の
初
出
形
と
、
こ
の
沖
積
舎
版
は
、
全
く
異
な
っ
た
詩
篇
だ
と
言
っ
て
も
私
に

は
差
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

私
は
こ
の
一
篇
を
偏
愛
す
る
。
そ
う
し
て―

―

偏
愛
し―

―

朗
読
し
た
く
な
る
の
は―

―

初
出
形
の
み

だ―
―

と
言
い
添
え
て
お
く
。］ 

                        



  
 

 
 

創 
 

痍 
 

 

文
二
甲
二 

梅 

崎 

春 

生 

 

遠
ク
ニ
海
鳴
リ
ノ
音
ガ
聞
エ
ル
此
ノ
酒
場
ノ
屋
根
ニ
ハ
、
破
レ
タ 

旗
ガ
夜
風
ニ
バ
タ
バ
タ
ト
歌
ツ
タ
。
天
井
ノ
低
イ
此
ノ
部
屋
ハ
、 

酒
ノ
匂
ヒ
、
莨
ノ
匂
ヒ
ト
共
ニ
、
磯
ノ
香
ガ
漂
ツ
テ
居
ル
。
ア
ア 

幾
年
海
ニ
住
ミ
、
幾
年
海
ニ
ナ
ズ
ン
ダ
水
夫
達
ノ
服
ニ
、
カ
ソ
ケ 

ク
モ
シ
ミ
ツ
イ
タ
ウ
ラ
淋
シ
イ
海
ノ
匂
ヒ
ナ
ノ
ダ
。
酒
場
ノ
女
ガ 

ヒ
ク
手
風
琴
ノ
旋
律
ガ
、
ソ
ノ
中
ニ
和
ヤ
カ
ニ
ム
セ
ン
ダ
。
人
々 

ハ
、
ジ
ン
ヲ
、
ウ
イ
ス
キ
ー
ヲ
、
ウ
ヲ
ツ
カ
ヲ
、
心
愉
シ
ク
飮
ミ 

ナ
ガ
ラ
、
聲
ヲ
合
セ
テ
、
或
ヒ
ハ
船
歌
ヲ
、
或
ヒ
ハ
戀
歌
ヲ
歌
ツ 

タ
。 

私
ハ
ソ
ノ
時
、
ソ
ノ
一
人
ト
ナ
リ
、
片
隅
ニ
坐
ツ
テ
、
或
ヒ
ハ
眼 

ヲ
上
ゲ
テ
壁
ニ
懸
ツ
タ
油
繪
ヲ
眺
メ
、
或
ヒ
ハ
卓
ノ
上
ノ
酒
壜
ノ 

レ
ツ
テ
ル
ヲ
眺
メ
ル
。
手
風
琴
ノ
響
キ
ガ
私
ノ
記
憶
ノ
海
ニ
荒
ン 

ダ
。
シ
カ
シ
ソ
レ
ヲ
、
波
頭
ノ
ヨ
ウ
ニ
碎
カ
ウ
ト
ス
ル
私
ナ
ノ
ダ 

。
ソ
レ
ハ
小
川
ノ
ヨ
ウ
ニ
逃
レ
テ
行
ク
心
ナ
ノ
ダ
。
水
脈
ヲ
殘
サ 

ナ
イ
幽
靈
船
ノ
私
ナ
ノ
ダ
。
私
ノ
四
肢
ハ
、
グ
ラ
ス
ノ
脚
ノ
ヤ
ウ 

ニ
冷
タ
カ
ツ
タ
。
ソ
レ
故
私
ハ
ウ
イ
ス
キ
ー
ヲ
ツ
イ
デ
ハ
飮
ン
ダ 

。
ツ
イ
デ
ハ
飮
ン
ダ
。
ツ
イ
デ
ハ
飮
ン
ダ
。 

窓
ニ
ア
ル
季
節
ノ
花
束
ハ
紅
カ
ツ
タ
。
ソ
レ
ヨ
リ
モ
水
夫
ノ
銜
ヘ 

タ
パ
イ
プ
ハ
モ
ツ
ト
紅
カ
ツ
タ
。
ソ
レ
ヨ
リ
モ
彼
等
ガ
合
唱
ス
ル 

戀
歌
ハ
モ
ツ
ト
モ
ツ
ト
紅
カ
ツ
タ
。
時
折
、
港
ノ
方
カ
ラ
ハ
、
ボ 

オ
・
ボ
オ
・
ボ
オ
・
ト
汽
笛
ガ
聞
エ
テ
來
タ
。
彼
方
ニ
ハ
、
水
夫 

達
ノ
ナ
ツ
カ
シ
イ
生
活
ガ
ア
ツ
タ
。
ソ
シ
テ
此
處
ニ
モ
、
水
夫
タ 

チ
ノ
ナ
ツ
カ
シ
イ
生
活
ガ
ア
ツ
タ
。
ソ
レ
ガ
單
調
ナ
繰
返
シ
デ
ア 

ツ
タ
ニ
シ
ロ
、
彼
等
ハ
此
ノ
紅
イ
現
實
ヲ
樂
シ
ム
爲
ニ
、
心
ユ
ク 

マ
デ
飮
ミ
、
心
ユ
ク
マ
デ
歌
フ
ノ
ダ
。 



私
ハ
グ
ラ
ス
ヲ
カ
ザ
ス
。
私
ハ
ソ
レ
ヲ
飮
ミ
ホ
ス
。
私
ハ
ソ
レ
ヲ 

卓
ノ
上
ニ
置
ク
。
置
キ
忘
レ
ラ
レ
タ
過
去
。
モ
ウ
思
ヒ
出
セ
ナ
イ 

過
去
。
ソ
ノ
爲
ニ
イ
ラ
ダ
タ
シ
イ
氣
持
モ
、
亦
私
ノ
宿
命
故
デ
ア 

ツ
タ
ラ
ウ
カ
。 

私
ハ
タ
チ
上
ル
。
私
ハ
扉
ヲ
押
ス
。
巷
ハ
死
魚
ノ
如
ク
眠
リ
、
木 

鍊
瓦
ハ
鱗
ノ
如
ク
光
ツ
タ
。
私
ノ
足
音
ハ
單
調
ナ
堆
積
ニ
過
ギ
ナ 

イ
。
私
ハ
モ
ウ
閲
歷
ノ
足
音
ヲ
聞
ク
事
モ
シ
ナ
イ
。
動
キ
ノ
無
イ 

瞳
デ
蹣
跚
タ
ル
私
ノ
足
ド
リ
ヲ
數
ヘ
ル
。
ソ
レ
故
巷
ニ
ハ
、
秋
風 

ガ
颯
爽
卜
吹
キ
荒
ン
ダ
。 

    

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
六
月
二
十
八
日
第
五
高
等
学
校
龍
南
会
発
行
『
龍
南
』
二
二

八
号
に
所
載
さ
れ
た
初
出
形
（
発
行
日
は
「
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
「
龍
南
会
雑
誌
目

次
」
に
よ
り
確
認
）。
底
本
は
「
熊
本
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
内
の
同
初
出
誌
誌
面
画
像
「2

2
7
-0

0
7

.p
d
f

」

を
視
認
、
活
字
に
起
こ
し
た
。
一
行
字
数
を
底
本
に
一
致
さ
せ
て
あ
る
。
こ
の
散
文
詩
は
ち
ょ
っ
と
特
異
で
、

句
点
（
。）
が
実
は
か
な
り
大
き
く
（

〇

）、
第
三
段
落
の
「
ボ
オ
・
ボ
オ
・
ボ
オ
・
ト
」
の
中
黒
（
・
）
も

（
●
）
ほ
ど
で
な
い
に
し
て
も
有
意
に
大
き
い
。 

 

実
は
、
沖
積
舎
版
に
は
一
つ
大
き
な
問
題
が
あ
る
。 

 

そ
れ
は
、
編
集
者
が
、
こ
の
一
篇
を
他
の
散
文
詩
と
一
行
字
数
を
同
じ
二
十
字
に
合
わ
せ
て
し
ま
っ
た
結

果
、「
私
ハ
ソ
ノ
時
、
ソ
ノ
一
人
ト
ナ
リ
」
で
始
ま
る
第
二
段
落
（
第
二
連
）
と
、「
私
ハ
タ
チ
上
ル
」
で
始

ま
る
第
三
段
落
（
第
三
連
）
が
、
改
行
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
く
な
っ
て
、
全
体
が
五
段
落
（
五
連
）

構
成
な
の
に
、
三
段
落
（
三
連
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
々
ま
で
も
思
い
も
か
け
な
い
誤
読
を
惹
起
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
、

特
に
明
記
し
て
お
き
た
い
。 

 

さ
て
、
本
詩
篇
に
は
別
な
疑
問
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
通
常
行
わ
れ
る
べ
き
禁
則
処
理
が
行
わ
れ
ず
に
、
行

頭
に
デ
カ
い
句
点
が
二
箇
所
も
上
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
作
者
梅
崎
春
生

http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/ryunan/mokuji.html
http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/ryunan/mokuji.html
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7184/1/227-007.pdf
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7184/1/227-007.pdf


或
い
は
編
者
な
り
が
、
こ
れ
は
一
続
き
の
散
文
だ
と
い
う
こ
と
を
、
暗
に
示
し
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

と
す
れ
ば
、
奇
妙
な
一
行
字
数
制
限
を
排
除
し
て
表
示
し
た
も
の
こ
そ
が
本
篇
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
と

も
言
い
得
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
そ
れ
を
試
み
に
表
示
し
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
（
署
名
は
省
略
し
た
）。

な
お
、
沖
積
舎
版
の
よ
う
な
見
か
け
上
の
テ
ク
ス
ト
の
誤
読
を
避
け
る
た
め
に
、
各
段
（
各
連
）
の
間
に
一

行
空
き
を
設
け
て
お
い
た
。 

  
 

 

＊ 

  
 

 
 

創 
 

痍 
 

遠
ク
ニ
海
鳴
リ
ノ
音
ガ
聞
エ
ル
此
ノ
酒
場
ノ
屋
根
ニ
ハ
、
破
レ
タ
旗
ガ
夜
風
ニ
バ
タ
バ
タ
ト
歌
ツ
タ
。
天
井

ノ
低
イ
此
ノ
部
屋
ハ
、
酒
ノ
匂
ヒ
、
莨
ノ
匂
ヒ
ト
共
ニ
、
磯
ノ
香
ガ
漂
ツ
テ
居
ル
。
ア
ア
幾
年
海
ニ
住
ミ
、

幾
年
海
ニ
ナ
ズ
ン
ダ
水
夫
達
ノ
服
ニ
、
カ
ソ
ケ
ク
モ
シ
ミ
ツ
イ
タ
ウ
ラ
淋
シ
イ
海
ノ
匂
ヒ
ナ
ノ
ダ
。
酒
場
ノ

女
ガ
ヒ
ク
手
風
琴
ノ
旋
律
ガ
、
ソ
ノ
中
ニ
和
ヤ
カ
ニ
ム
セ
ン
ダ
。
人
々
ハ
、
ジ
ン
ヲ
、
ウ
イ
ス
キ
ー
ヲ
、
ウ

ヲ
ツ
カ
ヲ
、
心
愉
シ
ク
飮
ミ
ナ
ガ
ラ
、
聲
ヲ
合
セ
テ
、
或
ヒ
ハ
船
歌
ヲ
、
或
ヒ
ハ
戀
歌
ヲ
歌
ツ
タ
。 

 

私
ハ
ソ
ノ
時
、
ソ
ノ
一
人
ト
ナ
リ
、
片
隅
ニ
坐
ツ
テ
、
或
ヒ
ハ
眼
ヲ
上
ゲ
テ
壁
ニ
懸
ツ
タ
油
繪
ヲ
眺
メ
、
或

ヒ
ハ
卓
ノ
上
ノ
酒
壜
ノ
レ
ツ
テ
ル
ヲ
眺
メ
ル
。
手
風
琴
ノ
響
キ
ガ
私
ノ
記
憶
ノ
海
ニ
荒
ン
ダ
。
シ
カ
シ
ソ
レ

ヲ
、
波
頭
ノ
ヨ
ウ
ニ
碎
カ
ウ
ト
ス
ル
私
ナ
ノ
ダ
。
ソ
レ
ハ
小
川
ノ
ヨ
ウ
ニ
逃
レ
テ
行
ク
心
ナ
ノ
ダ
。
水
脈
ヲ

殘
サ
ナ
イ
幽
靈
船
ノ
私
ナ
ノ
ダ
。
私
ノ
四
肢
ハ
、
グ
ラ
ス
ノ
脚
ノ
ヤ
ウ
ニ
冷
タ
カ
ツ
タ
。
ソ
レ
故
私
ハ
ウ
イ

ス
キ
ー
ヲ
ツ
イ
デ
ハ
飮
ン
ダ
。
ツ
イ
デ
ハ
飮
ン
ダ
。
ツ
イ
デ
ハ
飮
ン
ダ
。 

 

窓
ニ
ア
ル
季
節
ノ
花
束
ハ
紅
カ
ツ
タ
。
ソ
レ
ヨ
リ
モ
水
夫
ノ
銜
ヘ
タ
パ
イ
プ
ハ
モ
ツ
ト
紅
カ
ツ
タ
。
ソ
レ
ヨ

リ
モ
彼
等
ガ
合
唱
ス
ル
戀
歌
ハ
モ
ツ
ト
モ
ツ
ト
紅
カ
ツ
タ
。
時
折
、
港
ノ
方
カ
ラ
ハ
、
ボ
オ
・
ボ
オ
・
ボ
オ
・

ト
汽
笛
ガ
聞
エ
テ
來
タ
。
彼
方
ニ
ハ
、
水
夫
達
ノ
ナ
ツ
カ
シ
イ
生
活
ガ
ア
ツ
タ
。
ソ
シ
テ
此
處
ニ
モ
、
水
夫

タ
チ
ノ
ナ
ツ
カ
シ
イ
生
活
ガ
ア
ツ
タ
。
ソ
レ
ガ
單
調
ナ
繰
返
シ
デ
ア
ツ
タ
ニ
シ
ロ
、
彼
等
ハ
此
ノ
紅
イ
現
實

ヲ
樂
シ
ム
爲
ニ
、
心
ユ
ク
マ
デ
飮
ミ
、
心
ユ
ク
マ
デ
歌
フ
ノ
ダ
。 

 



私
ハ
グ
ラ
ス
ヲ
カ
ザ
ス
。
私
ハ
ソ
レ
ヲ
飮
ミ
ホ
ス
。
私
ハ
ソ
レ
ヲ
卓
ノ
上
ニ
置
ク
。
置
キ
忘
レ
ラ
レ
タ
過
去
。

モ
ウ
思
ヒ
出
セ
ナ
イ
過
去
。
ソ
ノ
爲
ニ
イ
ラ
ダ
タ
シ
イ
氣
持
モ
、
亦
私
ノ
宿
命
故
デ
ア
ツ
タ
ラ
ウ
カ
。 

 

私
ハ
タ
チ
上
ル
。
私
ハ
扉
ヲ
押
ス
。
巷
ハ
死
魚
ノ
如
ク
眠
リ
、
木
鍊
瓦
ハ
鱗
ノ
如
ク
光
ツ
タ
。
私
ノ
足
音
ハ

單
調
ナ
堆
積
ニ
過
ギ
ナ
イ
。
私
ハ
モ
ウ
閲
歷
ノ
足
音
ヲ
聞
ク
事
モ
シ
ナ
イ
。
動
キ
ノ
無
イ
瞳
デ
蹣
跚
タ
ル
私

ノ
足
ド
リ
ヲ
數
ヘ
ル
。
ソ
レ
故
巷
ニ
ハ
、
秋
風
ガ
颯
爽
ト
吹
キ
荒
ン
ダ
。 

  
 

 

＊ 

  

な
お
、
最
終
段
落
（
連
）
に
出
る
「
木
鍊
瓦
」
は
不
詳
。
こ
れ
は
当
て
推
量
に
過
ぎ
な
い
が
、「
も
く
れ

ん
ぐ
わ
（
も
く
れ
ん
が
）」
と
読
む
一
語
で
、
木
と
煉
瓦
を
組
み
合
わ
せ
た
古
い
港
湾
倉
庫
な
ど
の
建
築
物

を
指
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
？ 

識
者
の
御
教
授
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。 

 

「
閲
歷
」
は
本
熟
語
の
原
義
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、「
時
間
が
過
ぎ
去
る
こ
と
」
の
謂
い
で
あ
ろ
う
。 

 

「
蹣
跚
」
老
婆
心
乍
ら
、「
ま
ん
さ
ん
」
と
読
み
、
よ
ろ
め
き
歩
く
さ
ま
の
意
。 

 

な
お
、
沖
積
舎
版
（
現
代
仮
名
遣
化
さ
れ
た
部
分
は
そ
の
ま
ま
示
し
て
あ
る
）
に
は
実
に
、 

「
莨
（
た
ば
こ
）」「
和
（
な
ご
）
ヤ
カ
」「
壜
（
び
ん
）」「
荒
（
す
さ
）
ン
ダ
」
「
銜
（
く
わ
）
エ
タ
」「
亦

（
ま
た
）」「
巷
（
ち
ま
た
）」「
鱗
（
う
ろ
こ
）」「
堆
積
（
た
い
せ
き
）」「
蹣
跚
（
ま
ん
さ
ん
」「
颯
爽
（
さ

っ
そ
う
）」 

と
十
箇
所
も
の
ル
ビ
を
振
る
が
、
ま
た
し
て
も
「
水
脈
」
に
は
振
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
や
は
り
「
み
を
」
以

外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
読
み
間
違
い
の
あ
り
得
な
い
つ
ま
ら
ぬ
字
に
ル
ビ
を
附
す
の
は
や
め
て
、
こ
こ
に

の
み
、 

「
み
お
」 

の
ル
ビ
が
振
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
心
得
る
。 

 

ま
た
、
こ
の
号
に
は
編
集
委
員
と
し
て
梅
崎
春
生
が
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
「
編
輯
後
記
」
に
は
彼
に
よ

る
記
載
が
あ
る
。
同
じ
く
「
熊
本
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
内
の
「2

2
8
-0

1
3

.p
d
f

」
を
視
認
、
活
字
に
起

こ
し
た
（
底
本
で
は
「
○
」
の
柱
行
の
次
以
降
は
一
字
下
げ
で
あ
る
。
行
空
け
は
マ
マ
）。 

  
 

 

＊ 

http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7213/1/228-013.pdf


 

○
創
作
の
方
は
豫
想
以
上
に
澤
山
集
ま
り
ま
し
た
が
、
詩
、
歌
、
句
は
割
に
淋
し
く
、
特
に
短
歌
に
於
て
そ

の
感
を
深
く
し
ま
す
。
そ
う
し
て
期
待
し
て
居
た
一
年
生
の
人
達
の
も
の
が
少
な
か
つ
た
の
は
一
寸
物
足

り
な
く
思
は
れ
ま
す
。 

 

○
詩
は
五
篇
。
皆
と
り
ど
り
の
味
を
見
せ
て
、
割
合
に
自
由
な
感
情
を
表
現
し
て
居
る
や
う
に
思
へ
ま
す
。

淸
永
、
江
藤
兩
君
の
詩
は
、
素
直
な
感
情
を
美
し
い
言
葉
で
表
現
し
て
あ
つ
て
、
そ
の
點
敬
服
に
價
す
る
や

う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
頁
數
の
都
合
上
割
愛
し
た
二
篇
も
そ
れ
ぞ
れ
捨
て
難
い
味
を
見
せ
て
居
ま
し
た
。
無

題
と
題
す
る
詩
篇
は
着
想
は
良
い
の
で
す
が
、
も
つ
と
感
情
を
整
理
し
た
ら
ど
う
か
と
思
は
れ
ま
す
。
午
前

七
時
と
す
る
詩
篇
は
、
何
か
し
ら
淸
新
な
も
の
が
欠
け
て
居
て
、
も
つ
と
感
情
を
飛
躍
さ
せ
や
う
と
勉
め
る

べ
き
だ
と
言
ふ
や
う
な
感
じ
を
抱
か
せ
ま
す
。 

○
短
歌
一
篇
、
此
の
一
年
生
の
歌
人
は
、
割
合
に
良
い
味
を
持
つ
て
居
る
の
で
す
が
、
ま
だ
物
足
り
ぬ
何
物

か
が
あ
る
や
う
で
す
。
お
そ
ら
く
は
短
歌
に
於
い
て
の
經
歷
が
ま
だ
短
い
爲
で
せ
う
。
そ
れ
故
次
の
作
品
が

期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

○
俳
句
。
三
人
の
投
稿
者
が
あ
つ
た
の
で
す
が
、
何
れ
も
去
年
の
龍
南
に
比
べ
る
と
ず
つ
と
レ
ベ
ル
が
低
い

や
う
で
す
。
日
方
君
の
だ
け
を
拾
ふ
事
が
出
來
ま
し
た
。
上
田
先
生
は
、
良
い
所
は
あ
る
が
惜
し
い
事
に
は

少
し
型
が
古
い
と
批
評
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

Ｏ
か
う
雜
誌
を
こ
し
ら
へ
て
終
ひ
ま
す
と
、
何
よ
り
痛
切
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
龍
南
に
批
評
家
の
出
現
で

す
。
新
し
い
詩
人
、
歌
人
、
俳
人
と
共
に
、
新
し
い
批
評
家
も
そ
の
出
現
を
待
望
さ
れ
る
べ
き
で
せ
う
。
亦

今
の
時
は
、
そ
の
爲
に
龍
南
は
頁
を
割
く
事
を
惜
ま
な
い
で
せ
う
か
ら
。 

（
梅 

崎
） 

 
 

 

＊ 

 

当
該
号
は
、
前
述
の
「
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
「
龍
南
会
雑
誌
目
次
」
よ
り
リ
ン
ク
で

飛
ん
で
「
熊
本
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
内
の
同
初
出
誌
誌
面
画
像
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
、
総
て
の
記
事

を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
去
年
ま
で
の
同
期
同
級
（
春
生
は
落
第
）
と
は
い
え
、
詩
へ
の
批
評
は
鋭
く
、
春

http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/ryunan/mokuji.html


生
の
抒
情
詩
人
と
自
覚
し
た
よ
う
な
気
負
い
が
い
い
意
味
で
感
じ
ら
れ
る
。
因
み
に
、
巻
頭
投
稿
論
文
「
耽

美
主
義
文
學 

英
文
學
に
於
け
る
傳
統
の
意
義
」
の
筆
者
「
文
三
甲
三 

西
郷
信
綱
」
と
は
後
の
上
古
文
学

者
の
彼
で
あ
る
。
春
生
の
入
学
時
の
同
級
で
あ
っ
た
（
こ
の
時
に
は
春
生
は
三
年
進
級
に
落
第
し
て
ズ
レ
て

い
る
。
し
か
し
ズ
レ
た
先
に
も
木
下
順
二
ら
が
い
た
。
何
と
、
羨
ま
し
い
！
）。］ 

                        



 
 

 

海 
 

海
が
見
え
る
。
蜩
の
鳴
く
道
と
、
向
日
葵
の
咲
く
道
と
を
通
り
ぬ
け
る
と
、
あ
あ
し
ん
か
ん
と
迫
つ
て
來
る

海
の
蒼
白
い
風
貌
。
海
が
一
つ
の
水
泡
の
や
う
に
圓
く
て
雲
の
往
來
を
う
つ
し
、
煙
は
き
な
が
ら
沖
通
る
異

國
船
の
眞
赤
な
船
腹
を
沈
め
て
居
る
。
秋
風
が
吹
く
。
海
邊
の
き
び
ば
た
け
も
、
今
、
ち
ぢ
れ
た
茶
色
の
羽

根
飾
り
を
擧
げ
、
ひ
そ
や
か
な
凱
歌
を
ざ
わ
め
く
。
君
も
見
る
か
。
海
の
一
端
が
く
づ
れ
て
、
あ
の
胸
と
き

め
か
す
風
と
の
接
吻
を
。
君
も
讀
む
か
。
悠
久
の
情
熱
を
祕
め
た
海
の
蒼
白
い
一
頁
を
。
あ
の
日
日
の
金
色

の
輝
き
を
そ
の
ま
ま
、
砂
丘
に
埋
も
れ
た
貝
殼
は
、
私
に
話
し
か
け
る
。
私
は
答
へ
る
。
そ
う
。
海
は
故
郷
。

苦
し
か
つ
た
旅
の
半
生
に
、
秋
風
は
幾
度
か
吹
い
た
。
そ
の
度
毎
に
私
は
日
記
帳
を
灰
色
に
塗
り
つ
ぶ
し
た
。

雨
風
に
黝
ず
み
汚
れ
た
笠
を
荷
を
、
蒼
空
に
弧
線
描
い
て
投
げ
飛
ば
せ
。
此
所
は
あ
て
ど
な
い
旅
の
終
り
。

私
の
幼
な
い
日
の
き
れ
い
な
思
ひ
出
は
、
あ
の
白
い
砂
丘
に
埋
葬
し
て
あ
る
。
鍬
取
ろ
う
。
鍬
取
つ
て
、
あ

の
さ
ら
さ
ら
の
砂
掬
つ
て
、
私
自
身
を
發
掘
し
よ
う
と
。 

海
が
見
え
る
。
輝
く
向
日
葵
も
首
を
垂
れ
、
鳴
き
む
せ
ぶ
蜩
も
聲
を
や
め
、
靜
か
な
情
熱
の
息
吹
の
中
に
息

絶
え
よ
。
こ
こ
、
感
情
は
蒸
發
し
、
思
想
は
昇
華
し
、
半
生
の
閲
歷
は
小
石
の
や
う
に
海
底
に
沈
む
。
目
を

上
げ
よ
う
。
砂
丘
の
彼
方
、
あ
あ
日
を
沈
め
、
空
を
ひ
た
し
て
、
し
ん
か
ん
と
海
が
迫
つ
て
來
る
。 

    

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
発
行
の
『
ロ
ベ
リ
ス
ク
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
梅
崎
春
生
、

十
九
の
夏
の
思
い
出
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
は
当
時
の
熊
本
五
高
の
友
人
で
あ
っ
た
霜
多
正
次
（
し
も
た
せ
い

じ 

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
～
平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
：
後
に
左
派
小
説
家
と
な
っ
た
春
生
の
盟
友
。

日
本
共
産
党
員
で
も
あ
っ
た
が
後
に
除
籍
さ
れ
た
）
と
出
し
た
同
人
誌
で
あ
る
。
底
本
は
昭
和
六
〇
（
一
九

八
五
）
年
沖
積
舎
刊
「
梅
崎
春
生
全
集
」
第
七
巻
所
収
を
参
考
に
し
た
が
、
同
詩
篇
は
正
字
化
さ
れ
、
歴
史

的
仮
名
遣
も
現
代
仮
名
遣
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
龍
南
』
の
初
出
詩
篇
の
中
に
そ
れ
を
平

然
と
投
げ
込
む
こ
と
は
、
私
に
は
到
底
許
さ
れ
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
感
じ
た
。
そ
こ
で
初
出
を
確
認
は
出

来
な
い
も
の
の
、
よ
り
原
型
に
近
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
信
じ
、
恣
意
的
に
漢
字
を
正
字
化
し
、
仮
名
遣

を
歴
史
的
仮
名
遣
に
直
し
た
。
少
な
く
と
も
沖
積
舎
版
の
そ
れ
よ
り
も
初
出
の
雰
囲
気
に
は
近
い
は
ず
で



あ
る
。
引
用
な
ど
に
際
し
て
は
、
こ
の
私
の
注
も
附
し
て
、
こ
こ
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
注

記
し
て
戴
き
た
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
。 

 

底
本
（
現
代
仮
名
遣
の
箇
所
は
そ
の
ま
ま
引
い
た
）
で
は
、 

「
蜩
（
ひ
ぐ
ら
し
）」「
向
日
葵
（
ひ
ま
わ
り
）」「
凱
歌
（
が
い
か
）」「
黝
（
く
ろ
）
ず
み
」「
鍬
（
く
わ
）」 

の
五
箇
所
に
ル
ビ
が
附
さ
れ
て
あ
る
が
、
『
龍
南
』
掲
載
詩
篇
に
準
じ
て
総
て
排
除
し
た
。
敢
え
て
言
う
な

ら
、
せ
い
ぜ
い
「
黝
（
く
ろ
）
ず
み
」
ぐ
ら
い
で
い
い
で
あ
ろ
う
（「
黝
」
は
通
常
は
「
あ
お
ぐ
ろ
い
」
と

訓
ず
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
）。 

 

な
お
、
本
詩
篇
も
沖
積
舎
版
に
は
前
の
「
創
痍
」
と
同
じ
、
疑
い
が
あ
る
。
則
ち
、
改
行
部
が
見
か
け
上
、

消
え
て
見
え
て
い
る
可
能
性
で
あ
る
。
そ
の
可
能
性
は
二
箇
所
に
認
め
ら
れ
る
。
則
ち
、
一
行
最
終
マ
ス
で

句
点
が
打
た
れ
て
い
る
二
箇
所
で
、
そ
れ
は
沖
積
舎
版
の
場
合
、「
私
の
幼
な
い
日
の
き
れ
い
な
思
ひ
出
は
、

あ
の
白
い
砂
丘
に
埋
葬
し
て
あ
る
。」
の
箇
所
と
、「
こ
こ
、
感
情
は
蒸
發
し
、
思
想
は
昇
華
し
、
半
生
の
閲

歷
は
小
石
の
よ
う
に
海
底
に
沈
む
。」
の
箇
所
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
二
箇
所
を
試
み
に
、
改
行
し
、
段
落

の
間
を
一
行
空
け
た
も
の
を
示
し
て
み
る
。 

  
 

 

＊ 

  
 

 

海 
 

海
が
見
え
る
。
蜩
の
鳴
く
道
と
、
向
日
葵
の
咲
く
道
と
を
通
り
ぬ
け
る
と
、
あ
あ
し
ん
か
ん
と
迫
つ
て
來
る

海
の
蒼
白
い
風
貌
。
海
が
一
つ
の
水
泡
の
や
う
に
圓
く
て
雲
の
往
來
を
う
つ
し
、
煙
は
き
な
が
ら
沖
通
る
異

國
船
の
眞
赤
な
船
腹
を
沈
め
て
居
る
。
秋
風
が
吹
く
。
海
邊
の
き
び
ば
た
け
も
、
今
、
ち
ぢ
れ
た
茶
色
の
羽

根
飾
り
を
擧
げ
、
ひ
そ
や
か
な
凱
歌
を
ざ
わ
め
く
。
君
も
見
る
か
。
海
の
一
端
が
く
づ
れ
て
、
あ
の
胸
と
き

め
か
す
風
と
の
接
吻
を
。
君
も
讀
む
か
。
悠
久
の
情
熱
を
祕
め
た
海
の
蒼
白
い
一
頁
を
。
あ
の
日
日
の
金
色

の
輝
き
を
そ
の
ま
ま
、
砂
丘
に
埋
も
れ
た
貝
殼
は
、
私
に
話
し
か
け
る
。
私
は
答
へ
る
。
そ
う
。
海
は
故
郷
。

苦
し
か
つ
た
旅
の
半
生
に
、
秋
風
は
幾
度
か
吹
い
た
。
そ
の
度
毎
に
私
は
日
記
帳
を
灰
色
に
塗
り
つ
ぶ
し
た
。

雨
風
に
黝
ず
み
汚
れ
た
笠
を
荷
を
、
蒼
空
に
弧
線
描
い
て
投
げ
飛
ば
せ
。
此
所
は
あ
て
ど
な
い
旅
の
終
り
。

私
の
幼
な
い
日
の
き
れ
い
な
思
ひ
出
は
、
あ
の
白
い
砂
丘
に
埋
葬
し
て
あ
る
。 

 



鍬
取
ろ
う
。
鍬
取
つ
て
、
あ
の
さ
ら
さ
ら
の
砂
掬
つ
て
、
私
自
身
を
發
掘
し
よ
う
と
。 

 

海
が
見
え
る
。
輝
く
向
日
葵
も
首
を
垂
れ
、
鳴
き
む
せ
ぶ
蜩
も
聲
を
や
め
、
靜
か
な
情
熱
の
息
吹
の
中
に
息

絶
え
よ
。
こ
こ
、
感
情
は
蒸
發
し
、
思
想
は
昇
華
し
、
半
生
の
閲
歷
は
小
石
の
や
う
に
海
底
に
沈
む
。 

 

目
を
上
げ
よ
う
。
砂
丘
の
彼
方
、
あ
あ
日
を
沈
め
、
空
を
ひ
た
し
て
、
し
ん
か
ん
と
海
が
迫
つ
て
來
る
。 

  
 

 

＊ 

 

こ
う
す
る
と
「
鍬
と
ろ
う
」
と
「
目
を
上
げ
よ
う
」
と
い
う
呼
び
か
け
が
如
何
に
も
鮮
烈
に
浮
か
び
上
が
る

よ
う
に
思
わ
れ
、
私
は
こ
の
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
よ
う
に
思
っ
て
は
い
る
。
初
出
誌
が
確
認
出
来
れ
ば
、

そ
れ
は
た
だ
の
私
の
妄
想
に
終
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
。
と
も
か
く
も
、
大
方
の
御
批
判
を
俟
つ
も
の
で

は
あ
る
。 

 

そ
ん
な
妄
想
を
し
て
み
た
く
な
る
く
ら
い
、
こ
の
一
篇
は
、
若
々
し
く
、
眩
し
い
ば
か
り
の―

―

少
年
の

自
分
を
砂
丘
か
ら
発
掘
し
よ
う
と
す
る
鍬
を
持
っ
た
青
年
で
あ
る
自
分―

―

と
い
う
眩
暈
を
催
す
よ
う
な
、

妖
し
く
も
美
し
い
、
慄
然
た
る
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
の―

―

砂
の
ミ
ラ
ー
ジ
ュ―

―

な
の
で
あ
る
。］ 

            



 
 

 

時 
 

雨 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

梅 

崎 

春 

生 

  

薄
明
の
道
。
落
葉
た
た
い
て
葬
列
の
ご
と
傷
ま
し
く
も
時
雨
が
降
つ
た
。
私
は
一
人
の
旅
人
と
な
り
、
す

ず
か
け
の
並
木
道
に
蹌
踉
と
行
き
暮
れ
た
。
さ
う
し
て
谷
を
わ
た
り
野
を
は
し
る
時
雨
の
姿
に
、
も
一
度
私

の
感
光
紙
を
用
意
し
た
。
三
脚
の
上
で
、
私
は
も
一
度
私
の
視
野
を
固
定
し
た
。
あ
あ
、
私
の
季
節
の
ア
ル

バ
ム
に
、
か
く
も
打
煙
る
空
白
の
蠟
板
。―

―
―

―
 

  

い
つ
の
日
か
渡
鳥
の
ひ
と
み
し
て
生
き
て
居
た
少
年
の
頃
か
ら
、
汪
洋
と
し
て
時
間
の
流
れ
が
空
間
に

し
ぶ
い
た
。
そ
の
流
れ
よ
、
私
は
座
標
を
失
ひ
、
大
虛
の
星
座
に
位
す
る
一
個
の
暗
黑
星
で
あ
つ
た
。
軌
道

を
外
れ
、
絶
望
の
光
茫
を
放
ち
な
が
ら
地
平
に
落
下
す
る
一
個
の
流
星
で
あ
つ
た
。 

  

記
憶
の
底
で
私
は
汽
車
と
な
り
、
月
夜
の
曠
野
を
北
に
奔
つ
た
。
季
節
の
忍
び
や
か
な
去
來
に
、
涙
が
多

く
な
つ
た
頃
で
あ
つ
た
。
錆
つ
い
た
ナ
イ
フ
か
ざ
し
て
空
し
く
死
を
想
ふ
日
が
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
情
熱
を

失
つ
て
も
猶
生
き
て
行
か
う
と
唇
歪
め
て
獨
語
す
る
私
で
あ
つ
た
。 

  

行
き
暮
れ
て
私
は
此
處
に
時
雨
の
音
を
聞
い
た
。
樂
し
み
な
き
、
苦
し
み
な
き
、
喜
び
な
き
、
惱
み
な
き
、

白
い
生
活
の
映
寫
幕
に
、
私
の
日
記
は
空
虛
な
影
像
と
な
つ
て
打
ち
ふ
る
え
た
。
し
か
し
そ
の
時
、
私
の
胸

の
中
に
打
ち
た
て
ら
れ
て
居
た
一
つ
の
洋
館
の
、
蔦
茂
る
西
の
窓
に
、
幾
年
古
ぼ
け
た
洋
燈
が
あ
か
あ
か
と

點
つ
た
。 

  

さ
て
こ
そ
昨
日
ま
で
足
の
下
を
白
く
流
れ
て
居
た
此
の
道
が
、
蕭
條
た
る
時
雨
の
中
に
く
ろ
ぐ
ろ
と
そ

の
跡
を
絶
つ
た
。
そ
う
し
て
蒼
白
い
額
し
て
喪
心
す
る
私
の
眼
の
コ
ダ
ツ
ク
に
、
か
く
も
茫
漠
と
し
て
薄
明

の
風
象
が
沈
下
し
て
行
つ
た
。―

―
 

  

薄
明
の
道
。
落
葉
た
た
い
て
葬
列
の
ご
と
傷
ま
し
く
も
時
雨
が
降
つ
た
。
私
は
一
本
の
す
ず
か
け
の
木
の

下
に
、
海
盤
車
の
や
う
に
默
然
と
す
わ
つ
た
。
私
は
私
の
迷
走
神
經
の
上
を
紙
魚
の
や
う
に
走
り
去
る
一
つ



の
戰
慄
を
知
つ
た
。
や
が
て
私
は
聞
く
で
あ
ら
う
。
苔
の
花
の
や
う
に
戰
い
て
居
た
私
の
心
臟
が
、
轟
然
と

音
立
て
て
靑
空
の
彼
方
に
崩
れ
る
音
を
。 

    

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
十
一
月
二
十
五
日
第
五
高
等
学
校
龍
南
会
発
行
『
龍
南
』
二

二
九
号
に
所
載
さ
れ
た
初
出
形
（
発
行
日
は
「
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
「
龍
南
会
雑
誌

目
次
」
に
よ
り
確
認
）。
底
本
は
「
熊
本
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
内
の
同
初
出
誌
誌
面
画
像
「2

2
9
-0

0
6
.p

d
f

」

を
視
認
、
活
字
に
起
こ
し
た
。
第
四
段
落
（
第
四
連
）
の
「
映
寫
幕
」
は
底
本
で
は
「
映
射
幕
」
で
あ
る
が
、

映
画
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
こ
う
は
書
か
な
い
。
春
生
の
誤
記
か
誤
植
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
読
む
に
い
ら
ぬ
躓

き
を
起
こ
す
た
め
、
こ
こ
は
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
沖
積
舎
刊
「
梅
崎
春
生
全
集
」
第
七
巻
所
収
の
同

詩
篇
の
「
映
写
幕
」
に
よ
り
、
か
く
補
正
し
た
。
同
「
打
ち
ふ
る
え
た
」
は
マ
マ
。
第
五
段
落
（
第
五
連
）

「
そ
う
し
て
」
は
マ
マ
。 

 

「
蠟
板
」
原
義
は
、
ロ
ー
マ
人
の
発
明
し
た
、
木
や
象
牙
で
作
っ
た
小
さ
な
板
の
表
面
に
蠟
を
引
い
て
ス

タ
イ
ル
ス
（stylu

s

）
と
い
う
尖
っ
た
棒
状
の
筆
記
用
具
で
蠟
を
搔
き
取
っ
て
書
く
書
写
材
（
ノ
ー
ト
や
メ

モ
帳
と
し
て
十
八
世
紀
末
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
使
用
さ
れ
た
）
を
指
す
が
、
こ
こ
は
「
感
光
紙
」「
三
脚
」

「
視
野
を
固
定
」「
ア
ル
バ
ム
」
の
語
句
か
ら
、
春
生
は
写
真
湿
板
、
コ
ロ
ジ
オ
ン
・
プ
ロ
セ
ス
（C

o
llo

d
io

n
 

p
ro

ce
ss

）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
う
。
ウ
ィ
キ
の
「
写
真
湿
版
」
に
よ
れ
ば
、

「
コ
ロ
ジ
オ
ン
湿
板
」
或
い
は
単
に
「
湿
板
」
と
も
称
し
、
古
い
写
真
撮
影
で
『
用
い
ら
れ
た
感
光
材
料
の

一
種
で
、
ヨ
ウ
化
物
を
分
散
さ
せ
た
コ
ロ
ジ
オ
ン
を
塗
布
し
た
無
色
透
明
の
ガ
ラ
ス
板
を
硝
酸
銀
溶
液
に

浸
し
た
も
の
で
あ
る
。
湿
っ
て
い
る
う
ち
に
撮
影
し
、
硫
酸
第
一
鉄
溶
液
で
現
像
し
、
シ
ア
ン
化
カ
リ
ウ
ム

溶
液
で
定
着
し
て
ネ
ガ
を
得
る
』。
一
八
五
一
年
に
『
イ
ギ
リ
ス
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ス
コ
ッ
ト
・
ア
ー
チ

ャ
ー
（F

re
d
e

rick
 S

co
tt A

rch
e

r

）
が
発
明
し
た
。
露
光
時
間
が
』
五
～
十
五
秒
と
短
い
こ
と
、
一
枚
の
『
ネ

ガ
か
ら
何
枚
で
も
プ
リ
ン
ト
で
き
た
こ
と
か
ら
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
』（D

a
g

u
e

r
r

é
o

t
y

p
e

（
フ
ラ
ン
ス
語
）：

銀
板
写
真
の
こ
と
。
一
八
三
九
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ン
デ
・
ダ
ゲ
ー
ル
（
名
は
彼
の
名

由
来
）
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
世
界
初
の
写
真
技
法
。
銀
鍍
金
さ
れ
た
銅
板
上
に
ヨ
ウ
化
銀
を
塗
布
す
る
こ

と
で
感
光
性
を
付
与
し
て
水
銀
蒸
気
に
よ
っ
て
写
像
を
現
像
す
る
技
法
。
金
属
板
の
表
面
に
直
接
像
を
焼

http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/ryunan/mokuji.html
http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/ryunan/mokuji.html
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7219/1/229-006.pdf
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7219/1/229-006.pdf
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%99%E7%9C%9F%E6%B9%BF%E6%9D%BF


き
付
け
る
た
め
に
複
製
不
可
能
な
一
枚
限
り
の
写
真
と
な
る
。
ま
た
、
感
光
面
か
ら
鑑
賞
す
る
た
め
に
左
右

反
転
画
像
と
な
り
、
ま
た
、
見
る
角
度
に
よ
っ
て
は
ポ
ジ
或
い
は
ネ
ガ
像
に
な
っ
た
り
す
る
。
参
照
し
た
サ

イ
ト
「
ア
ー
ト
ス
ケ
ー
プ
」
の
「
ア
ー
ト
ワ
ー
ド
」
の
小
原
真
史
氏
の
こ
ち
ら
の
記
載
に
よ
れ
ば
、『
鏡
の

よ
う
に
魔
術
的
な
輝
き
を
放
つ
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
は
「
記
憶
を
も
っ
た
鏡
」
と
も
呼
ば
れ
、
主
に
肖
像
写
真

と
し
て
欧
米
を
中
心
に
流
通
し
た
。
像
が
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
た
め
、
専
用
の
ケ
ー
ス
や
額
に
入
れ
ら
れ
、

指
紋
や
外
気
に
触
れ
な
い
よ
う
に
表
面
は
ガ
ラ
ス
で
保
護
さ
れ
て
鑑
賞
さ
れ
た
』
と
あ
る
）『
を
駆
逐
し
た

が
、
撮
影
直
前
に
ガ
ラ
ス
板
を
濡
ら
し
、
乾
く
前
に
現
像
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
乾
板
の
登
場
と
と
も
に

市
場
か
ら
姿
を
消
し
た
』
と
あ
る
。 

 

「
汪
洋
」「
わ
う
や
う
（
お
う
よ
う
）」
と
読
む
。
原
義
は
、
水
量
が
豊
富
で
水
面
が
遠
く
広
が
っ
て
い
る

さ
ま
で
、
そ
こ
か
ら
、
広
義
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
さ
ま
、
広
々
と
大
き
い
さ
ま
に
な
る
が
、
こ
こ
は
時
間
の

流
れ
の
空
間
へ
の
飛
散
浸
透
と
い
う
特
異
な
比
喩
で
、
原
義
の
使
用
で
あ
る
。 

 

「
大
虛
」「
太
虛
」
と
も
書
き
、「
た
い
き
よ
（
た
い
き
ょ
）」
で
、
原
義
は
古
代
中
国
の
宇
宙
観
に
於
け

る
宇
宙
の
真
の
本
体
と
さ
れ
る
「
気
（
き
）」
の
根
元
的
な
形
態
を
指
し
、「
気
」
が
遍
く
散
じ
て
全
一
な
空

虚
に
な
っ
て
い
る
状
態
を
指
す
よ
う
で
あ
る
が
が
、
こ
こ
は
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
広
義
の
虚
空
・
大
空
の
謂

い
と
採
っ
て
よ
か
ろ
う
。 

 

「
洋
燈
」
沖
積
舎
版
は
「
ラ
ン
プ
」
と
ル
ビ
す
る
（
根
拠
は
不
明
）。 

 

「
コ
ダ
ツ
ク
」
世
界
で
初
め
て
ロ
ー
ル
・
フ
ィ
ル
ム
及
び
カ
ラ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
を
発
売
し
た
メ
ー
カ
ー
、

イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
コ
ダ
ッ
ク
・
カ
ン
パ
ニ
ー
（E

a
stm

a
n

 K
o

d
a

k C
o
m

p
a

n
y

）
の
通
称
社
名
と
商
標
。
写

真
や
映
画
の
代
名
詞
と
し
て
も
一
般
に
用
い
ら
れ
た
。
ウ
ィ
キ
の
「
コ
ダ
ッ
ク
」
に
よ
れ
ば
、
一
八
八
〇
年

（
明
治
十
三
年
相
当
）
に
『
ジ
ョ
ー
ジ
・
イ
ー
ス
ト
マ
ン
に
よ
っ
て
写
真
乾
板
製
造
会
社
と
し
て
創
業
』
一

八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
に
は
『
ジ
ョ
ー
ジ
・
イ
ー
ス
ト
マ
ン
が
「
コ
ダ
ッ
ク
」
の
使
用
を
開
始
。
同
時

に
「
あ
な
た
は
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
、
後
は
コ
ダ
ッ
ク
が
全
部
や
り
ま
す
」
と
い
う
触
れ
込
み
で
市
場
に
参

入
』、
一
八
九
二
年
（
明
治
二
十
五
）
年
に
は
『「
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
コ
ダ
ッ
ク
社
」
を
設
立
』
し
た
。
一
九

〇
〇
（
明
治
三
十
三
）
年
に
は
。
子
供
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
、
ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
を
用
い
た
「
ブ
ロ
ー
ニ

ー
」
を
一
ド
ル
『
発
売
し
、
大
衆
に
写
真
を
一
気
に
普
及
さ
せ
た
』。
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
に
は
、『
シ

ネ
コ
ダ
ッ
ク
と
し
て
、
小
型
映
画
の
規
格
』「
十
六
ミ
リ
・
フ
ィ
ル
ム
」
を
発
表
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）

年
に
は
『「
シ
ネ
コ
ダ
ッ
ク
８
」
と
し
て
、
の
ち
に
「
ダ
ブ
ル
８
」
と
呼
ば
れ
る
小
型
映
画
の
規
格
を
発
表
』

し
て
い
た
。
即
ち
、
こ
の
「
コ
ダ
ッ
ク
」
は
「
写
真
」
で
は
な
く
「
シ
ネ
・
キ
ャ
メ
ラ
」
を
指
す
換
喩
で
あ

http://artscape.jp/artword/index.php/%E3%83%80%E3%82%B2%E3%83%AC%E3%82%AA%E3%82%BF%E3%82%A4%E3%83%97%EF%BC%8F%E9%8A%80%E6%9D%BF%E5%86%99%E7%9C%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%80%E3%83%83%E3%82%AF


る
こ
と
が
判
る
。
さ
れ
ば
こ
こ
で
春
生
の
言
う
、「
さ
て
こ
そ
昨
日
ま
で
足
の
下
を
白
く
流
れ
て
居
た
此
の

道
が
、
蕭
條
た
る
時
雨
の
中
に
く
ろ
ぐ
ろ
と
そ
の
跡
を
絶
つ
た
。
そ
う
し
て
蒼
白
い
額
し
て
喪
心
す
る
私
の

眼
の
コ
ダ
ツ
ク
に
、
か
く
も
茫
漠
と
し
て
薄
明
の
風
象
が
沈
下
し
て
行
つ
た
」
の
部
分
、
い
や
、
そ
れ
以
前

の
映
像
も
含
め
て
（
写
真
印
象
の
強
い
初
段
（
初
連
）
を
除
い
て―

―

但
し
、
こ
れ
も
写
真
機
を
持
ち
出
す

「
私
」
を
動
画
と
し
て
写
し
て
い
る
と
考
え
れ
ば
最
初
か
ら
、
で
あ
る―

―

第
二
段
落
（
第
二
連
）
以
降
の

そ
れ
、
或
い
は
少
な
く
と
も
「
映
写
幕
」
の
出
る
前
段
（
前
連
）
と
こ
こ
）、
そ
の
総
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
映

画
フ
ィ
ル
ム
の
映
像
と
し
て
詩
人
に
よ
っ
て
確
信
犯
で
動
画
処
理
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
読
む
べ
き
こ
と
が

判
明
す
る
と
言
え
る
。 

 

「
風
象
」
聴
き
慣
れ
ぬ
単
語
で
あ
る
が
、
全
時
空
間
を
含
む
と
こ
ろ
の
、
風
景
・
形
象
、
さ
ら
に
は
詩
人

の
心
内
に
投
射
さ
れ
る
全
印
象
（
イ
メ
ー
ジ
）
の
謂
い
で
あ
ろ
う
。 

 

「
海
盤
車
」「
ひ
と
で
」
と
読
む
。
棘
皮
動
物
門
星
形
動
物
亜
門 

A
ste

ro
zo

a 

の
ヒ
ト
デ
類
で
あ
る
（
中

国
の
本
草
書
以
来
の
呼
称
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
中
国
で
も
日
本
で
も
古
く
か
ら
混
乱
が
あ
り
、
実
際
に
は

ヒ
ト
デ
だ
け
で
は
な
く
、
ウ
ニ
類
の
タ
コ
ノ
マ
ク
ラ
・
カ
シ
パ
ン
・
ブ
ン
ブ
ク
類
、
ヒ
ト
デ
類
な
が
ら
ヒ
ト

デ
に
は
見
え
な
い
面
妖
な
イ
ソ
ノ
テ
ヅ
ル
モ
ヅ
ル
類
の
呼
称
で
も
あ
る
が
、
フ
リ
ー
ク
の
私
が
そ
れ
を
語

り
出
す
と
大
脱
線
の
エ
ン
ド
レ
ス
に
な
る
の
で
、
グ
ッ
と
我
慢
の
私
と
な
る
こ
と
と
す
る
）。 

 

「
迷
走
神
經
」
脳
神
経
の
一
つ
で
、
副
交
感
神
経
や
咽
頭
・
喉
頭
・
食
道
上
部
の
運
動
神
経
、
腺
の
分
泌

神
経
な
ど
を
含
み
、
延
髄
を
起
点
と
す
る
。
脳
神
経
で
あ
り
な
が
ら
、
体
内
で
多
数
に
枝
分
れ
し
て
複
雑
な

経
路
を
と
っ
て
腹
腔
内
に
ま
で
広
く
分
布
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
か
く
名
が
附
せ
ら
れ
た
。
内
臓
に
多
く
分
布

し
て
い
て
体
内
の
環
境
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
が
、
強
い
痛
み
や
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
が
原
因
で

迷
走
神
経
が
著
し
く
刺
激
さ
れ
る
と
同
神
経
系
が
過
剰
に
反
応
し
、
心
拍
数
及
び
血
圧
低
下
や
脳
貧
血
な

ど
を
惹
き
起
こ
し
て
失
神
な
ど
の
症
状
を
呈
す
る
（
以
上
は
看
護
師
求
人
転
職
サ
イ
ト
「
看
護ro

o
!

（
カ
ン

ゴ
ル
ー
）」
の
「
看
護
用
語
集
」
に
あ
る
「
迷
走
神
経
」
を
参
考
に
し
た
）
。
但
し
、
春
生
は
単
に
こ
の
「
迷

走
」
と
い
う
呼
称
に
惹
か
れ―

―

多
分
に
神
経
症
的
な
感
じ
で―

―

体
内
の
隠
れ
た
隅
々
の
あ
ら
ゆ
る
感

覚
へ
瞬
時
に
伝
わ
る
神
経
系
統
を
漠
然
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

「
紙
魚
」
老
婆
心
乍
ら
、「
し
み
」
と
読
む
。
本
を
食
う
と
さ
れ
た
昆
虫
綱
シ
ミ
目 T

h
ysa

n
u

ra
 

に
属
す

る
シ
ミ
（
紙
魚
）
類
に
擬
え
た
和
訳
で
あ
る
。
シ
ミ
類
は
、
や
や
偏
平
で
細
長
い
涙
滴
形
形
状
や
体
表
面
に

銀
色
の
鱗
片
が
一
面
に
並
ん
で
い
る
点
、
そ
し
て
古
く
か
ら
本
を
食
害
す
る
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら

「
紙
魚
」
と
書
か
れ
る
（
英
語
で
は
「silv

e
rfish

」）。
人
家
に
生
息
す
る
種
は
確
か
に
障
子
や
本
・
和
紙
の

http://kango.919.co.jp/word/%E8%BA%AB%E4%BD%93%E3%81%AE%E4%BB%95%E7%B5%84%E3%81%BF/%E8%BF%B7%E8%B5%B0%E7%A5%9E%E7%B5%8C/


表
面
を
舐
め
る
よ
う
に
食
害
は
す
る
も
の
の
、
目
立
っ
た
食
痕
は
残
さ
な
い
。
実
際
に
書
物
に
縦
横
の
ト
ン

ネ
ル
状
の
孔
を
あ
け
て
食
い
荒
ら
す
の
は
、
鞘
翅
目
多
食
亜
目
ナ
ガ
シ
ン
ク
イ
上
科
シ
バ
ン
ム
シ
科

A
n
o

b
iid

a
e

 

に
属
す
る
シ
バ
ン
ム
シ
（
死
番
虫
）
類
で
あ
る
（
以
上
は
概
ね
ウ
ィ
キ
の
「
シ
ミ
目
」
に
拠
っ

た
。
因
み
に
、
気
に
な
る
方
の
た
め
に
。
ウ
ィ
キ
の
「
シ
バ
ン
ム
シ
」
に
よ
れ
ば
、
和
名
「
死
番
虫
」
は
『
死

の
番
人
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ
は
英
名
のd

e
a
th-w

a
tch

 b
e

e
tle

に
由
来
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
の
木
材
食

の
マ
ダ
ラ
シ
バ
ン
ム
シ
』
属

X
e
sto

b
iu

m
 

『
の
成
虫
は
、
頭
部
を
家
屋
の
建
材
の
柱
な
ど
に
打
ち
付
け
て

「
カ
チ
・
カ
チ
・
カ
チ…

…

」
と
発
音
し
て
雌
雄
間
の
交
信
を
行
う
が
、
こ
れ
を
死
神
が
持
つ
死
の
秒
読
み

の
時
計
、
す
な
わ
ち

d
e

a
th

-w
a

tch

の
音
と
す
る
迷
信
が
あ
り
、
先
述
の
英
名
の
由
来
と
な
っ
た
』
と
あ

る
）。
な
お
、
こ
こ
で
春
生
が
「
私
は
私
の
迷
走
神
經
の
上
を
紙
魚
の
や
う
に
走
り
去
る
一
つ
の
戰
慄
を
知

つ
た
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
病
跡
学
的
に
は
非
常
に
興
味
深
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
（
な
お
、
シ
ミ
類
は
ま

さ
に
神
経
に
入
り
込
ん
で
素
早
く
走
り
そ
う
に
見
え
る
実
際
の
形
態
と
生
態
を
持
つ
こ
と
は
事
実
で
は
あ

る
か
ら
、
こ
の
比
喩
対
象
自
身
は
奇
異
で
は
な
い
）―

―

奇
体
な
魚
の
よ
う
な
形
を
し
た
奇
体
な
「
虫
」
が

神
経
を
走
っ
て
逆
（
さ
か
）
撫
で
す
る―

―

の
で
あ
る
。「
虫
」
を
幻
視
す
る
の
は
精
神
疾
患
と
し
て
は
オ

ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の
で
、
知
ら
れ
る
一
般
的
な
も
の
で
は
、
統
合
失
調
症
や
常
習
的
な
酒
の
過
飲
に
よ
る

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
及
び
そ
れ
が
進
行
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
性
精
神
病
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
春
生
の
遺
作

「
幻
化
」
の
主
人
公
久
住
五
郎
も
虫
幻
視
の
症
状
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
。
後
年
の
梅
崎
春
生
自
身
に
も
実

際
の
症
状
と
し
て
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
く
、
こ
こ
は
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
過
ぎ
な
い
も
の
の
、
十
九
歳
当

時
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
に
こ
う
し
た
精
神
的
な
違
和
感
が
実
際
に
あ
っ
た
可
能
性
も
排
除
は
出
来
な
い
か
ら

で
あ
る
。 

 

な
お
、
こ
の
号
も
梅
崎
春
生
が
編
集
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
彼
の
「
編
輯
後
記
」
に
つ
い
て
も
、
同

じ
く
「
熊
本
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
内
の
「2

2
9
-0

2
4
.p

d
f

」
を
視
認
、
活
字
に
起
こ
す
。 

  
 

 

＊ 

 

詩
、
歌
、
俳
句
は
、
そ
の
選
を
上
田
先
生
に
お
願
ひ
し
て
、
掲
載
の
諸
篇
を
選
び
出
す
こ
と
が
出
來
ま
し
た
。

上
田
先
生
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。
併
せ
て
投
稿
さ
れ
た
諸
兄
の
勞
を
多
と
し
、
且
つ
將
來
の
精
進
を
期
待

す
る
も
の
で
す
。 

 
 

（
梅
崎
） 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%9F%E7%9B%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%90%E3%83%B3%E3%83%A0%E3%82%B7
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7237/1/229-024.pdf


 
 

 
＊ 

 

今
ま
で
も
そ
う
な
の
で
あ
る
が
、
本
誌
の
掲
載
作
品
は
五
高
の
教
授
ら
に
よ
っ
て
選
ば
れ
て
掲
載
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
梅
崎
春
生
も
自
身
の
詩
が
ず
っ
と
載
り
続
け
て
い
る
こ
と
へ
の
抒
情
詩

人
然
と
し
た
自
負
心
は
当
然
の
如
く
、
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、「
上
田
教
授
」
と
い
う
の
は
、
別
入
手

の
資
料
か
ら
は
、
当
時
の
英
語
担
当
で
あ
っ
た
上
田
良
吉
教
授
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。］ 

                      



  
 

 
 

 

春 
 

 
 

 
 

 
 

文
二
甲
二 

梅 

崎 

春 

生 

 

南
の
窓
に
日
ざ
し
が
あ
か
る
く
て
、
季
節
が
遠
く
近
く
佇
ん
で 

ゐ
る
。
く
ち
な
わ
の
や
う
に
、
は
ら
わ
た
の
や
う
に
、
あ
ち
ら 

へ
行
く
道
が
、
こ
ち
ら
に
通
ず
る
み
ち
が
、
し
ろ
い
。
破
風
を 

ひ
と
と
き
雲
雀
が
は
ね
を
や
す
め
、
陽
炎
は
あ
か
が
ね
の
瓦
よ 

り
た
ち
の
ぼ
つ
て
、
俺
は
、
今
感
覺
の
絶
壁
に
お
る
。
お
び
た 

だ
し
い
光
箭
に
ま
み
れ
て
、
さ
ん
ら
ん
と
加
速
度
の
中
に
あ
る
。 

    

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
二
月
二
十
三
日
第
五
高
等
学
校
龍
南
会
発
行
『
龍
南
』
二

三
〇
号
に
所
載
さ
れ
た
初
出
形
（
発
行
日
は
「
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
「
龍
南
会
雑
誌

目
次
」
に
よ
り
確
認
）。
梅
崎
春
生
満
二
十
歳
に
な
っ
た
直
後
で
あ
る
（
彼
の
誕
生
日
は
大
正
四
（
一
九
一

五
）
年
二
月
十
五
日
）。
底
本
は
「
熊
本
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
内
の
同
初
出
誌
誌
面
画
像
「2

3
0
-0

0
5
.p

d
f

」

を
視
認
、
活
字
に
起
こ
し
た
。「
く
ち
な
わ
」「
お
る
」
は
マ
マ
。「
お
び
た
だ
し
い
光
箭
に
ま
み
れ
て
」
の

部
分
は
底
本
で
は
「
お
び
た
だ
し
い
光
箭
に
た
ま
み
れ
て
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
「
た
ま
み
れ
て
」

意
味
が
通
じ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
画
像
を
見
る
と
、
そ
の
た
め
に
一
行
字
数
が
前
行
ま
で
の
二
十
四
字
を

越
え
て
「
る
。」
が
下
に
は
み
出
て
見
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
た
」
は
衍
字
と
断
じ
、
沖
積
舎
版
に

倣
っ
て
上
記
の
よ
う
に
訂
し
た
。 

 

「
破
風
」
老
婆
心
乍
ら
、「
は
ふ
」
と
読
む
。
屋
根
の
切
妻
に
あ
る
合
掌
形
の
装
飾
板
又
は
そ
れ
に
囲
ま

れ
た
三
角
形
の
構
造
部
分
を
指
す
。 

 

「
光
箭
」「
く
わ
う
せ
ん
（
こ
う
せ
ん
）」
と
読
む
。
光
り
の
矢
。 

 

こ
れ
も
奇
妙
な
一
行
字
数
配
置
を
変
更
し
て
繋
げ
た
方
が
読
み
易
い
。
以
下
に
示
す
（
署
名
は
省
略
し

た
）。 

http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/ryunan/mokuji.html
http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/ryunan/mokuji.html
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7242/1/230-005.pdf
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7242/1/230-005.pdf
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春 

 

南
の
窓
に
日
ざ
し
が
あ
か
る
く
て
、
季
節
が
遠
く
近
く
佇
ん
で
ゐ
る
。
く
ち
な
わ
の
や
う
に
、
は
ら
わ
た
の

や
う
に
、
あ
ち
ら
へ
行
く
道
が
、
こ
ち
ら
に
通
ず
る
み
ち
が
、
し
ろ
い
。
破
風
を
ひ
と
と
き
雲
雀
が
は
ね
を

や
す
め
、
陽
炎
は
あ
か
が
ね
の
瓦
よ
り
た
ち
の
ぼ
つ
て
、
俺
は
、
今
感
覺
の
絶
壁
に
お
る
。
お
び
た
だ
し
い

光
箭
に
ま
み
れ
て
、
さ
ん
ら
ん
と
加
速
度
の
中
に
あ
る
。 

  
 

 

＊ 

  

な
お
、
こ
の
号
も
梅
崎
春
生
が
編
集
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
彼
の
「
編
輯
後
記
」
に
つ
い
て
も
、
同

じ
く
「
熊
本
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
内
の
「2

3
0
-0

1
2
.p

d
f

」
を
視
認
、
活
字
に
起
こ
す
。 

  
 

 

＊ 

  
 

 
 

 
 

 

○ 

 

學
年
末
の
ゆ
ゑ
で
あ
ら
う
か
、
原
稿
の
集
り
か
た
が
非
常
に
す
く
な
く
こ
れ
ほ
ど
の
雜
誌
を
こ
し
ら
へ

る
の
に
す
ら
、
ず
い
ぶ
ん
骨
が
折
れ
た
。
一
般
龍
南
人
が
ど
れ
ほ
ど
（
龍
南
）
に
冷
淡
で
あ
る
か
を
知
る
に

つ
け
、
そ
こ
ば
く
の
感
慨
も
あ
る
が
、
こ
と
さ
ら
に
目
を
閉
ぢ
、
こ
と
さ
ら
に
耳
を
押
へ
て
、
馬
車
う
ま
の

や
う
に
、
狭
い
角
度
を
だ
け
望
み
見
よ
う
と
す
る
人
々
の
心
情
が
、
な
ほ
に
が
に
が
し
く
私
の
心
を
打
つ
の

だ
。
こ
と
に
中
央
の
文
藝
復
興
の
余
波
を
受
け
て
、
前
へ
出
よ
う
と
し
た
氣
運
が
、
こ
の
や
う
に
み
じ
め
に

霜
枯
れ
て
し
ま
は
う
と
は
、
ま
こ
と
私
の
豫
期
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

○ 

 

た
と
ひ
こ
の
た
び
が
此
の
や
う
な
有
樣
で
あ
る
に
し
ろ
、
こ
の
次
の
と
き
は
元
瓶
の
ゐ
る
原
稿
の
堆
積

を
、
こ
こ
で
期
待
し
て
お
か
う
。
部
屋
に
積
ま
れ
る
そ
の
た
び
の
原
稿
が
、
か
く
も
少
な
い
時
、
そ
れ
は
ど

ん
な
に
さ
む
ざ
む
と
し
た
風
景
で
あ
る
か
。
し
か
も
そ
れ
か
ら
一
册
を
作
り
上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
我
々
の
苦

http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7249/1/230-012.pdf


し
さ
を
、
原
稿
過
多
に
惱
む
よ
そ
が
た
の
高
校
に
思
ひ
あ
は
せ
て
、
し
み
じ
み
と
わ
び
し
い
氣
が
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

○ 

 

い
た
づ
ら
な
く
り
ご
と
は
止
め
て
お
く
が
、
今
度
、
一
篇
映
畫
に
關
す
る
論
文
が
あ
つ
た
の
は
（
龍
南
）

近
來
に
な
か
つ
た
現
象
で
、
こ
れ
は
ま
こ
と
に
こ
こ
ろ
愉
し
く
思
は
れ
る
。
映
畫
に
は
緣
遠
い
熊
本
と
は
言

へ
、
こ
の
や
う
な
眞
面
目
な
研
究
も
出
て
良
い
筈
だ
。
と
く
に
筆
者
が
理
科
生
で
あ
る
こ
と
は
、
前
回
の
園

田
君
の
論
文
と
も
考
へ
あ
は
せ
て
、
遠
く
か
ら
の
光
を
の
ぞ
む
心
地
で
あ
つ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

○ 

 

春
の
光
が
空
に
明
る
い
、
こ
の
や
う
に
す
な
ほ
に
（
龍
南
）
を
成
長
さ
せ
た
い
。
お
ほ
ら
か
な
匂
ひ
と
た

ぎ
る
情
熱
と
を
こ
め
て
、
若
々
し
い
（
龍
南
）
を
成
長
さ
せ
た
い
と
思
ふ
。 

 
 

（
梅
崎
） 

  
 

 

＊ 

 

文
中
の
「
中
央
の
文
藝
復
興
の
余
波
」
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
意
味
深
長
で
、
恐
ら
く
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
運
動
へ
の
弾
圧
と
転
向
文
学
の
流
行
を
揶
揄
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。「
映
畫
に
關
す
る
論
文
」

は
本
号
『
龍
南
』
巻
頭
の
理
二
甲
二
の
小
笠
原
到
氏
の
論
文
「
映
畫
鑑
賞
に
つ
い
て
の
一
考
察 

忘
れ
ら
れ

た
カ
メ
ラ
マ
ン
」
を
指
し
（
リ
ン
ク
先
は
同
Ｐ
Ｄ
Ｆ
。
以
下
、
同
じ
）
、
後
の
「
前
回
の
園
田
君
の
論
文
」

は
前
の
第
二
二
九
号
『
龍
南
』
の
園
田
正
明
氏
の
科
学
論
文
「
陽
電
子
（P

o
sitro

n

）
に
就
て
」
を
指
す
。

但
し
、
後
者
は
映
画
論
文
で
は
な
く
、
理
科
の
学
生
か
ら
の
学
術
論
文
投
稿
で
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
の

で
注
意
さ
れ
た
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
春
生
が
映
画
を
問
題
に
し
て
い
る
辺
り
、
前
号
の
「
時
雨
」

の
詩
作
意
図
に
美
事
に
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
し
て
い
る
で
は
な
い
か
（
こ
の
少
し
前
の
新
感
覚
派
が
映
像
的

表
現
を
盛
ん
に
採
り
入
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
）。「
編
輯
後
記
」
の
最
後
の
パ
ー
ト
も
、
明
ら
か

に
自
身
の
こ
の
詩
篇
に
掛
け
て
述
べ
て
お
り
、
原
稿
の
少
な
さ
を
ぼ
や
き
、
諸
氏
に
叱
咤
し
つ
つ
、
全
体
に

な
か
な
か
気
骨
あ
る
頼
も
し
い
編
者
の
言
葉
と
な
っ
て
い
る
。］ 

     

http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7238/1/230-001.pdf
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7238/1/230-001.pdf
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7215/1/229-002.pdf


  
 

 
 

 

空
虛
な
る
展
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梅 

崎 

春 

生 

 

こ
ゝ
ろ
疼
く
薄
暮
の
ひ
と
と
き
、
む
れ
立
つ
木
々
の
梢
に
、
風
が
ひ
と
し
き
り 

い
ん
い
ん
と
と
ゞ
ろ
き
わ
た
る
。
こ
ゝ
巷
を
は
な
れ
た
動
物
園
の
、
徑
ば
か
り 

な
が
な
が
と
の
た
く
る
荒
凉
の
風
景
。
身
風
景
の
ひ
と
つ
と
な
り
、
お
び
た
だ 

し
い
落
葉
の
腐
敗
す
る
音
を
感
じ
な
が
ら
、
い
ま
は
年
老
い
た
一
匹
の
獅
子
の 

も
の
う
げ
に
目
を
閉
ぢ
、
た
て
が
み
を
垂
れ
て
、
遠
い
日
の
、
か
き
け
さ
れ
た 

夢
を
見
て
を
る
。 

 

う
ち
仰
ぐ
虛
空
に
、
つ
ね
に
お
も
ひ
は
い
た
み
、
古
り
ゆ
く
き
の
ふ
け
ふ
に
、 

ま
た
ひ
と
つ
の
銘
碑
を
た
て
よ
う
と
、
白
く
舞
ひ
お
ち
る
時
間
と
必
死
の
格
鬪 

を
つ
ゞ
け
る
。
は
る
か
な
る
徑
を
ひ
と
り
た
ど
る
老
園
丁
の
か
す
れ
果
て
し
し 

わ
ぶ
き
よ
。
自
由
を
慕
ひ
も
と
め
る
幽
囚
の
鴉
の
あ
の
き
れ
ぎ
れ
の
う
た
よ
。 

年
老
い
た
獅
子
は
、
い
く
た
び
鉛
の
如
き
幽
鬱
の
眸
あ
げ
、
年
輪
の
ご
と
く
う 

ち
か
さ
ね
し
壯
麗
な
る
跫
音
を
か
ぞ
へ
か
へ
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
。 

 

か
つ
て
空
わ
た
る
季
節
の
下
に
、
南
國
の
原
野
を
君
臨
し
た
そ
の
日
々
を
、
よ 

り
に
近
く
靑
白
い
夕
昏
が
降
り
そ
そ
ぐ
こ
ろ
ほ
ひ
、
く
し
く
も
想
ひ
お
こ
し
て 

は
、
ひ
え
び
え
と
、
あ
か
が
ね
の
と
び
ら
に
絶
望
の
翳
を
な
げ
る
で
あ
ら
う
が 

。 

 

時
計
に
も
似
た
心
象
の
、
ね
ぢ
を
長
い
こ
と
捲
き
忘
れ
、
遠
く
「
死
」
の
時
間 

を
指
す
長
針
短
針
の
幽
か
な
る
ふ
る
え
。
獅
子
は
眸
を
つ
む
る
。
ひ
ご
と
、
心 

な
き
鴉
や
狼
ど
も
に
、
水
と
食
物
を
く
ば
り
あ
る
く
老
園
丁
へ
の
類
推
に
、
あ 

あ
、
荒
凉
の
風
景
に
を
る
自
ら
の
み
じ
め
さ
に
、
あ
ふ
れ
出
る
熱
い
涙
を
意
識 

し
て
。 



 

積
木
の
ご
と
く
う
づ
た
か
い
時
間
の
堆
積
。
獅
子
は
心
ひ
そ
か
に
ひ
め
か
く
す 

日
記
帳
を
ひ
ら
く
。
耳
に
痛
い
風
の
お
と
よ
。
激
し
い
雲
脚
に
も
似
て
い
ら
だ 

つ
心
を
お
し
し
づ
め
な
が
ら
、
錆
び
つ
い
た
鋼
鐵
の
ペ
ン
を
と
り
、
空
白
な
る 

今
日
の
頁
に
な
す
り
つ
け
る
。
亦
い
く
た
び
繰
り
返
し
た
文
句
で
あ
ら
う
。 

〝
我
に
い
ま
い
ち
ど
の
、
は
る
か
な
る
展
望
を
ゆ
る
せ
〟
と
。 

    

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
六
月
十
五
日
第
五
高
等
学
校
龍
南
会
発
行
『
龍
南
』
二
三

一
号
に
所
載
さ
れ
た
初
出
形
（
発
行
日
は
「
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
「
龍
南
会
雑
誌
目

次
」
に
よ
り
確
認
。
そ
こ
に
は
梅
崎
春
生
の
項
に
は
『
文
三
甲
二
』
と
あ
る
）。
底
本
は
「
熊
本
大
学
学
術

リ
ポ
ジ
ト
リ
」
内
の
同
初
出
誌
誌
面
画
像
「2

3
1
-0

0
3

.p
d
f

」
を
視
認
、
活
字
に
起
こ
し
た
。
底
本
で
は
第

三
連
の
末
「
あ
か
が
ね
の
と
び
ら
に
絶
望
の
翳
を
な
げ
る
で
あ
ら
う
が
」
の
後
に
は
句
点
が
な
い
が
、
次
の

行
が
、
前
後
に
比
し
て
二
倍
の
行
空
き
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
敢
え
て
句
点
を
禁
足
せ
ず
に
次
の
行
に

上
げ
、
行
間
は
一
行
分
と
し
た
（
こ
の
禁
則
破
り
は
既
に
詩
篇
「
創
痍
」
で
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
）。

な
お
、
沖
積
舎
版
で
も
句
点
が
打
た
れ
て
あ
る
。
な
お
、
沖
積
舎
版
で
は
最
終
連
の
最
終
行
が
改
行
さ
れ
て

は
い
る
も
の
の
、
行
頭
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
底
本
は
表
記
通
り
、
三
字
下
げ
と
な
っ
て
い
る
。

従
え
な
い
。
第
四
連
の
「
ふ
る
え
」
は
マ
マ
。 

 

「
動
物
園
」
こ
れ
は
恐
ら
く
、
現
在
、
熊
本
市
東
区
健
軍
に
あ
る
熊
本
市
動
植
物
園
で
あ
ろ
う
。
但
し
、

こ
の
当
時
は
水
前
寺
成
趣
園
（
通
称
、
水
前
寺
公
園
。
現
在
の
熊
本
市
中
央
区
に
あ
る
）
の
東
側
に
あ
っ
た
。

開
園
は
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
七
月
で
敷
地
面
積
九
千
九
百
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
（
二
年
後
に
は
更

に
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
拡
張
）。
参
照
し
た
ウ
ィ
キ
の
「
熊
本
市
動
植
物
園
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
後
の
昭
和

一
八
（
一
九
四
三
）
年
に
は
、『
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
況
悪
化
に
伴
い
、
空
襲
時
に
猛
獣
が
脱
出
す
る
恐

れ
が
あ
っ
た
た
め
』、
翌
年
ま
で
に
『
ト
ラ
・
ラ
イ
オ
ン
・
ク
マ
・
ヒ
ョ
ウ
・
オ
オ
カ
ミ
な
ど
猛
獣
に
該
当

す
る
動
物
』
九
種
一
五
頭
を
『
殺
処
分
し
た
。
ニ
シ
キ
ヘ
ビ
、
カ
バ
、
ゾ
ウ
は
職
員
ら
の
主
張
に
よ
り
殺
処

分
を
免
れ
た
が
、
カ
バ
は
栄
養
失
調
に
よ
り
死
亡
し
、
ニ
シ
キ
ヘ
ビ
は
凍
死
し
た
。
な
お
、
ワ
ニ
は
冬
眠
中

http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/ryunan/mokuji.html
http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/ryunan/mokuji.html
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7261/1/231-003.pdf
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%86%8A%E6%9C%AC%E5%B8%82%E5%8B%95%E6%A4%8D%E7%89%A9%E5%9C%92


だ
っ
た
た
め
軍
部
に
存
在
を
隠
し
た
こ
と
に
よ
り
、
終
戦
ま
で
生
き
延
び
た
』
と
あ
り
、
ま
た
、
昭
和
二
〇

（
一
九
四
五
）
年
三
月
三
十
一
日
に
は
大
日
本
帝
国
陸
軍
第
六
師
団
に
よ
る
接
収
を
受
け
て
閉
園
さ
せ
ら

れ
、
四
月
二
十
七
日
に
は
『
軍
の
食
糧
と
す
る
た
め
に
ゾ
ウ
の
エ
リ
ー
が
感
電
死
さ
せ
ら
れ
た
』
と
あ
る
（
下

線
や
ぶ
ち
ゃ
ん
。
後
の
二
箇
所
の
下
線
は
私
の
怒
り
の
下
線
で
あ
る
）
。
戦
後
、
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）

年
十
月
に
な
っ
て
や
っ
と
再
開
園
し
、
昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）
年
に
現
在
の
江
津
湖
畔
へ
移
転
し
て
い
る
。 

 

「
夕
昏
」
春
生
の
好
み
か
ら
は
「
た
そ
が
れ
」
と
訓
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

第
三
連
の
「
よ
／
り
に
近
く
靑
白
い
夕
昏
が
降
り
そ
そ
ぐ
こ
ろ
ほ
ひ
、」
は
マ
マ
。
こ
の
「
に
」
は
沖
積

舎
版
で
は
除
か
れ
て
い
る
。「
に
」
は
確
か
に
衍
字
と
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
除
去
す
る
と
字
数
が
減

り
、
一
行
字
数
を
合
わ
せ
た
見
た
目
の
バ
ラ
ン
ス
が
ひ
ど
く
悪
く
な
る
の
で
、
特
異
的
に
残
し
た
（
以
下
で

除
去
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
示
す
）。 

 

こ
れ
も
奇
妙
な
一
行
字
数
配
置
を
変
更
し
て
繋
げ
た
方
が
読
み
易
く
、
前
掲
の
句
点
の
観
点
か
ら
も
以

下
に
そ
う
加
工
し
た
も
の
を
示
す
。
署
名
は
省
略
し
、
前
注
通
り
、
衍
字
と
思
わ
れ
る
「
に
」
を
除
去
し
た
。 

  
 

 

＊ 

  
 

 
 

 

空
虛
な
る
展
望 

 

こ
ゝ
ろ
疼
く
薄
暮
の
ひ
と
と
き
、
む
れ
立
つ
木
々
の
梢
に
、
風
が
ひ
と
し
き
り
い
ん
い
ん
と
と
ゞ
ろ
き
わ
た

る
。
こ
ゝ
巷
を
は
な
れ
た
動
物
園
の
、
徑
ば
か
り
な
が
な
が
と
の
た
く
る
荒
凉
の
風
景
。
身
風
景
の
ひ
と
つ

と
な
り
、
お
び
た
だ
し
い
落
葉
の
腐
敗
す
る
音
を
感
じ
な
が
ら
、
い
ま
は
年
老
い
た
一
匹
の
獅
子
の
も
の
う

げ
に
目
を
閉
ぢ
、
た
て
が
み
を
垂
れ
て
、
遠
い
日
の
、
か
き
け
さ
れ
た
夢
を
見
て
を
る
。 

 

う
ち
仰
ぐ
虛
空
に
、
つ
ね
に
お
も
ひ
は
い
た
み
、
古
り
ゆ
く
き
の
ふ
け
ふ
に
、
ま
た
ひ
と
つ
の
銘
碑
を
た
て

よ
う
と
、
白
く
舞
ひ
お
ち
る
時
間
と
必
死
の
格
鬪
を
つ
ゞ
け
る
。
は
る
か
な
る
徑
を
ひ
と
り
た
ど
る
老
園
丁

の
か
す
れ
果
て
し
し
わ
ぶ
き
よ
。
自
由
を
慕
ひ
も
と
め
る
幽
囚
の
鴉
の
あ
の
き
れ
ぎ
れ
の
う
た
よ
。
年
老
い

た
獅
子
は
、
い
く
た
び
鉛
の
如
き
幽
鬱
の
眸
あ
げ
、
年
輪
の
ご
と
く
う
ち
か
さ
ね
し
壯
麗
な
る
跫
音
を
か
ぞ

へ
か
へ
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
。 

 



か
つ
て
空
わ
た
る
季
節
の
下
に
、
南
國
の
原
野
を
君
臨
し
た
そ
の
日
々
を
、
よ
り
近
く
靑
白
い
夕
昏
が
降
り

そ
そ
ぐ
こ
ろ
ほ
ひ
、
く
し
く
も
想
ひ
お
こ
し
て
は
、
ひ
え
び
え
と
、
あ
か
が
ね
の
と
び
ら
に
絶
望
の
翳
を
な

げ
る
で
あ
ら
う
が
。 

 

時
計
に
も
似
た
心
象
の
、
ね
ぢ
を
長
い
こ
と
捲
き
忘
れ
、
遠
く
「
死
」
の
時
間
を
指
す
長
針
短
針
の
幽
か
な

る
ふ
る
え
。
獅
子
は
眸
を
つ
む
る
。
ひ
ご
と
、
心
な
き
鴉
や
狼
ど
も
に
、
水
と
食
物
を
く
ば
り
あ
る
く
老
園

丁
へ
の
類
推
に
、
あ
あ
、
荒
凉
の
風
景
に
を
る
自
ら
の
み
じ
め
さ
に
、
あ
ふ
れ
出
る
熱
い
涙
を
意
識
し
て
。 

  
 

 

＊ 

  

な
お
、
こ
の
号
も
梅
崎
春
生
が
編
集
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
彼
の
「
編
輯
後
記
」
に
つ
い
て
も
、
同

じ
く
「
熊
本
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
内
の
「2

3
1
-0

1
9
.p

d
f

」
を
視
認
、
活
字
に
起
こ
し
て
お
く
。 

  
 

 

＊ 

  

◇
阿
部
が
死
ん
だ
事
は
部
に
取
つ
て
も 

相
當
な
痛
手
で
あ
つ
た
。
三
學
期
あ
た
り
、
か
ら
だ
を
ず
い
ぶ

ん
無
理
し
て
使
つ
て
居
た
や
う
で
あ
つ
た
が
、
ま
さ
か
、
か
う
言
ふ
事
に
な
る
と
は
思
ひ
も
し
な
か
つ
た
。

阿
部
の
家
に
行
つ
て
遺
稿
で
も
と
聞
い
て
み
た
ら
、
ま
だ
故
人
の
机
と
か
書
柵
と
か
は
整
理
し
て
居
な
い

か
ら
、
そ
ん
な
も
の
が
あ
る
か
た
い
か
も
判
ら
な
い
と
言
ふ
返
事
で
あ
つ
た
。 

 

◇
な
ほ
、
生
前
、
阿
部
は
、
五
高
に
文
學
研
究
會
を
作
り
た
い
意
向
を
私
に
示
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
可

成
綿
密
な
具
体
案
を
も
こ
し
ら
へ
て
居
た
や
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
お
流
れ
に
な
つ
た
の
は
殘
念
で
あ
る
。

誰
か
一
年
二
年
あ
た
り
で
、
さ
う
し
た
事
に
興
味
を
持
つ
人
は
、
ひ
と
つ
や
つ
て
見
た
ら
ど
う
だ
ら
う
か
。

私
は
、
も
う
一
年
足
ら
ず
で
去
り
行
く
（
筈
の
）
身
で
あ
る
か
ら
、
ど
う
と
も
し
や
う
も
な
い
が
、
一
年
二

年
あ
た
り
ま
だ
先
長
い
こ
と
だ
か
ら
、
そ
ん
な
も
の
を
つ
く
つ
て
、
そ
の
方
面
の
修
業
に
務
め
る
の
面
も
白

か
ら
う
と
思
ふ
。 

 

◇
投
稿
の
中
、
阿
部
の
追
悼
の
文
が
一
篇
あ
つ
て
、
一
讀
胸
を
う
つ
眞
情
に
あ
ふ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、

雜
誌
の
性
質
上
掲
載
を
見
合
し
た
。
惡
し
か
ら
ず
。 

 

◇
今
度
は
、
私
も
奮
發
し
て
、
創
作
を
一
つ
作
つ
た
の
だ
が
、
部
長
の
意
見
で
發
表
を
差
し
控
へ
る
こ
と

http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7277/1/231-019.pdf


と
し
た
。
そ
の
た
め
、
大
き
な
穴
が
出
來
て
非
常
に
難
儀
し
た
の
で
、
發
行
が
こ
の
や
う
に
お
く
れ
た
。
之

も
ひ
と
へ
に
私
の
不
明
か
ら
で
、
こ
の
點
諸
兄
に
御
詫
し
た
い
。 

 

◇
私
の
話
に
つ
い
て
。 

何
か
批
評
を
聞
き
た
い
。
惡
意
か
ら
出
た
批
評
で
な
い
限
り
喜
こ
ん
で
受
け
入
れ
も
し
や
う
し
、
反
ば
く
も

し
や
う
。
こ
れ
は
何
の
私
も
話
ば
か
り
で
は
な
く
「
龍
南
」
に
最
も
必
要
な
の
は
批
評
家
な
の
だ
。
一
學
期

は
批
評
會
が
開
か
れ
る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
が
、
開
け
た
ら
、
そ
の
方
面
に
興
味
持
つ
人
は
來
て
ほ
し

い
。 

 

◇
文
學
ほ
ど
非
生
産
的
な
も
の
は
な
い
と
か
、
そ
ん
な
考
へ
を
持
つ
て
居
る
人
が
、
ま
だ
龍
南
に
居
る
や

う
だ
。
そ
ん
な
人
の
生
活
が
果
し
て
生
産
的
で
あ
る
か
と
言
ふ
に
、
さ
う
で
は
な
く
て
、
や
は
り
非
生
産
的

な
生
活
を
し
て
居
る
。
一
体
、
此
の
や
う
な
精
神
的
な
事
業
が
生
産
的
と
か
非
生
産
的
と
か
そ
の
や
う
な
尺

度
で
は
か
れ
る
か
ど
う
か
考
へ
な
ほ
し
て
見
る
が
い
い
。 

 

◇
最
後
に
投
稿
者
諸
兄
の
健
康
を
い
の
る
。 

（
梅
崎
） 

  
 

 

＊ 
 

 

第
一
条
の
「
阿
部
が
死
ん
だ
事
は
部
に
取
つ
て
も 

相
當
な
痛
手
で
あ
つ
た
」
の
空
隙
は
マ
マ
。
こ
の
「
阿

部
」
と
い
う
人
物
、
前
号
二
三
〇
号
の
『
龍
南
』
の
編
集
委
員
の
一
人
に
「
阿
部
」
と
名
乗
る
者
が
参
加
し

て
お
り
、
同
号
に
『
文
一
甲
一 

阿
部
辰
生
』
の
署
名
の
小
説
（『
龍
南
』
内
で
は
「
創
作
」
と
呼
ぶ
）「
無

事
」（
同
前
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
。
以
下
同
じ
）、
そ
の
前
の
二
二
九
号
に
『
阿
部
辰
生
』
の
署
名
で
小
説
「
嫉

く
」
が
載
る
が
、
二
三
〇
号
の
後
に
は
一
年
生
で
編
集
委
員
を
勤
め
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、『
龍
南
』
へ
の
投

稿
が
全
く
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
人
物
が
こ
の
「
阿
部
」
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
三

条
は
『
龍
南
』
に
厳
し
い
編
集
内
規
が
存
在
す
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
第
四
条
は
春
生
に
「
地
図
」（
昭
和

一
一
（
一
九
三
六
）
年
六
月
同
人
誌
『
寄
港
地
』
発
表
）
以
前
に
幻
の
小
説
習
作
が
存
在
し
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
或
い
は
、
こ
の
「
地
図
」
の
原
型
で
で
も
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
と
な
っ
て
は
謎
で

あ
る
。
第
五
条
の
「
受
け
入
れ
も
し
や
う
し
、」
は
底
本
で
は
「
受
け
入
れ
も
し
や
し
、」
で
あ
る
が
、
脱
字

と
断
じ
て
特
異
的
に
訂
し
て
示
し
た
。］ 

  

http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7239/1/230-002.pdf
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7239/1/230-002.pdf
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7216/1/229-003.pdf
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7216/1/229-003.pdf


 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
次
の
『
龍
南
』
第
二
三
二
号
（
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
十
二
月
十
五
日
発
行
）
に

は
彼
の
作
品
は
載
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
『
編
輯
後
記
』
に
彼
の
記
載
部
分
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ

の
号
が
編
集
人
と
し
て
の
梅
崎
春
生
の
『
龍
南
』
最
後
の
仕
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
さ
れ
ば
、
こ
こ
に

特
に
、
同
じ
く
「
熊
本
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
内
の
「2

3
2
-0

2
5
.p

d
f

」
を
視
認
、
活
字
に
起
こ
し
て
挟

み
お
く
こ
と
と
す
る
。
底
本
で
は
「
○
」
を
附
し
た
柱
行
の
次
は
総
て
一
字
下
げ
で
あ
る
。 

  
 

 

＊ 

  
 

 

◇ 

○
わ
れ
わ
れ
の
最
後
の
所
産
と
し
て
、
龍
南
２
３
２
號
を
お
く
る
。
い
ま
よ
か
あ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
き

後
続
部
隊
が
、
い
ま
に
も
ま
し
て
元
氣
で
進
軍
ラ
ツ
パ
を
吹
き
つ
づ
け
て
呉
れ
る
こ
と
だ
ら
う
。
龍
南
文
藝

復
興
も
ま
ぢ
か
に
ち
が
ひ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
に
最
後
の
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
。 

○
詩
歌
句
。
い
ま
ま
で
に
な
い
多
數
の
投
稿
が
あ
つ
た
。
ま
こ
と
に
喜
ぶ
べ
き
現
象
で
あ
る
。
上
田
先
生
の

は
御
批
評
は
、
都
合
上
、
當
選
作
の
そ
れ
の
み
を
錄
す
る
こ
と
に
し
た
。
當
選
に
も
れ
た
作
の
批
評
部
室
に

保
管
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
故
、
も
し
聞
き
た
い
人
が
あ
れ
ば
來
て
頂
き
た
い
。 

○
私
の
意
見
を
概
し
て
言
へ
ば
、
此
度
の
投
稿
に
限
ら
ず
、
い
つ
も
さ
う
で
あ
る
が
、
龍
南
の
詩
歌
句
に
は
、

意
欲
が
貧
し
い
。
小
感
情
の
完
成
を
も
と
め
、
逃
避
、
感
傷
の
う
た
を
う
た
ふ
こ
と
に
こ
こ
ろ
ざ
し
は
す
れ
、

絶
望
の
中
か
ら
立
ち
上
る
強
烈
な
意
思
を
、
疾
風
の
中
に
ひ
る
ま
ぬ
決
然
た
る
風
貌
を
う
た
ひ
で
る
も
の

は
、
ま
こ
と
に
寥
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
文
藝
作
品
の
底
に
の
た
う
つ
も
の
は
、
常
に
叛
逆
の
精

神
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
若
い
で
は
な
い
か
。
そ
れ
故
わ
れ
わ
れ
は
野
心
的
で
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
白
く
鮮
や
か
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
引
け
。
末
梢
的
な
感
性
を
と
ぎ
す
ま
す
の
を
止
め
、
巨
大
な

鱶
の
如
く
牙
を
む
い
て
、
大
い
な
る
も
の
へ
の
待
機
の
姿
勢
を
取
れ
。 

○
一
年
二
年
の
新
し
い
人
た
ち
に
か
は
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
舊
人
は
龍
南
を
お
し
出
さ
れ
る
。
龍
南
生
活
も
さ

し
て
短
く
は
な
か
つ
た
が
、
何
一
つ
足
跡
も
こ
さ
す
立
ち
去
る
こ
と
は
淋
し
い
。
せ
め
で
来
る
べ
き
ひ
と
び

と
の
努
力
幸
福
を
い
の
つ
て
お
か
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
梅
崎
） 

 

http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7302/1/232-025.pdf


 
 

 
＊ 

 

老
婆
心
乍
ら
、
第
三
条
の
「
寥
々
た
る
」
は
「
れ
う
れ
う
（
り
ょ
う
り
ょ
う
）
た
る
」
と
読
み
、
こ
こ
は
原

義
の
「
も
の
寂
し
い
さ
ま
」
で
は
な
く
、
具
体
に
「
数
の
少
な
い
さ
ま
」
を
示
す
形
容
動
詞
で
あ
る
。
梅
崎

春
生
二
十
最
後
の
宣
言
で
あ
る
。
］ 

                      
 

 

詩 
 

 
 

 

「
斷 

 
 

層
」 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

梅 

崎 

春 

生 

 

ゆ
き
ず
り
の
男
も
女
も
、
濡
れ
た
し
き
い
し
に
あ
し
あ
と
を
の
こ
し
、
凍
り
か 

か
つ
た
舖
道
の
上
に
あ
し
あ
と
を
の
こ
し
（
た
と
へ
ば
く
だ
も
の
や
。
歪
ん
だ 

鏡
面
に
二
重
に
う
つ
る
な
し
、
り
ん
ご
、
ば
な
な
、
ぱ
い
な
つ
ぷ
る
が
、
き
ち 

が
ひ
じ
み
た
不
調
和
を
氾
濫
さ
せ
、
赤
い
襟
つ
け
た
く
だ
も
の
や
の
む
す
め
は 

着
ぶ
く
れ
て
、
は
れ
た
手
の
甲
を
小
火
鉢
の
と
ぼ
し
い
炭
に
か
ざ
し
）
み
せ
に 

な
ら
べ
た
り
ん
ご
の
ひ
と
つ
が
、
行
客
の
袖
に
か
か
つ
て
、
こ
ろ
こ
ろ
と
、
し 

め
つ
た
土
間
に
こ
ろ
げ
落
ち
る
。
こ
よ
ひ
、
に
ぶ
い
灯
は
わ
び
し
い
巷
に
た
ち 

な
ら
び
、
雜
音
騷
音
は
ま
ち
の
す
み
ず
み
か
ら
わ
や
わ
や
わ
や
と
た
ち
、
男
も 

女
も
う
つ
け
た
顏
貌
の
は
し
ば
し
に
ま
で
た
だ
れ
た
神
經
の
尖
端
を
ぶ
ら
ぶ
ら 

さ
せ
て
、
犬
の
よ
う
に
あ
へ
ぎ
な
が
ら
あ
る
く
。
く
だ
も
の
や
。
ほ
ん
や
。
ご 

ふ
く
や
。
そ
ば
や
。
か
ず
か
ず
の
醜
惡
な
る
生
活
の
斷
層
。
そ
の
生
活
の
論
理 

を
一
歩
も
ふ
み
は
づ
さ
な
い
や
う
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
。
歳
末
の
街
を
、
い
た
ま 

し
い
ほ
ど
苦
し
さ
う
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
。（
そ
の
こ
こ
ろ
か
ら
こ
こ
ろ
へ
わ
な 

の
ご
と
く
は
り
わ
た
さ
れ
た
る
あ
ひ
言
葉
。
こ
こ
に
す
す
け
た
る
町
人
根
性
。 

―
―

今
日
も
無
事
の
日
が
暮
れ
よ
と
。） 

 

が
あ
が
あ
と
ら
じ
お
が
そ
ら
な
り
を
し
學
生
等
は
下
駄
を
は
い
て
町
か
ど
を
ま 

が
り
（
も
つ
も
の
は
う
つ
ろ
な
る
誇
り
と
か
な
し
い
ほ
ど
ま
ず
し
い
思
想
と
牡 

犬
の
よ
う
な
春
情
）
肌
さ
す
十
二
月
の
風
が
は
た
は
た
と
ま
ん
と
の
裾
を
ひ
る 

が
へ
す
。（
め
ん
め
ん
と
つ
ら
な
り
む
せ
ぶ
習
俗
の
う
た
）
巷
よ
。
ほ
ん
や
に 

た
か
る
只
讀
み
の
む
れ
。
店
員
の
油
斷
を
う
か
が
ふ
萬
引
常
習
女
。
く
だ
も
の 

を
ね
ぎ
る
わ
か
い
お
と
こ
と
。
あ
あ
、
こ
こ
で
も
鎧
の
や
う
に
厚
い
習
俗
の
壁 

を
つ
き
や
ぶ
り
、
た
だ
い
ち
ど
で
い
い
か
ら
あ
の
新
鮮
な
ひ
か
り
を
み
ち
び
き 

い
れ
る
ひ
と
び
と
は
い
な
い
の
か
。
社
會
な
べ
に
冷
酷
な
目
を
そ
そ
ぎ
な
が
ら 

歳
末
の
人
出
は
小
便
の
や
う
に
な
が
な
が
と
つ
づ
い
て
ゐ
る
。（
め
が
ね
を
か 

け
た
み
に
く
い
女
士
官
の
顏
に
か
が
や
き
わ
た
る
い
や
し
む
べ
き
誇
り
の
表
情 



よ
） 

 

入
口
が
暗
い
小
さ
な
喫
茶
店
の
扉
を
肩
で
お
し
て
出
入
す
る
お
と
こ
た
ち
。
冷 

た
い
か
ほ
で
か
れ
ら
を
送
迎
す
る
喫
茶
店
の
わ
か
い
を
ん
な
の
う
る
ん
だ
ひ
と 

み
。
隅
の
ぼ
つ
く
す
に
は
肩
は
ば
ひ
ろ
い
街
の
ご
ろ
つ
き
た
ち
が
、
す
と
お
ぶ 

の
ま
わ
り
に
は
に
き
び
を
も
て
あ
ま
し
た
や
う
な
學
生
た
ち
が
（
か
れ
ら
は
政 

治
の
將
來
を
か
た
り
）
機
關
銃
の
ご
と
き
亢
奮
を
お
し
か
く
し
何
氣
な
く
煙
草 

を
吸
ひ
な
が
ら
（
か
れ
ら
は
哲
學
の
動
向
を
か
た
り
）
相
手
へ
の
嫉
妬
と
反
感 

に
燃
え
た
つ
て
（
か
れ
ら
は
文
學
の
貧
困
を
か
た
り
）
喫
茶
店
の
お
ん
な
の
ゆ 

た
か
な
こ
し
を
ぬ
す
み
み
る
。
お
の
れ
へ
の
た
だ
ひ
と
た
び
の
媚
笑
を
い
ま
か 

い
ま
か
と
ま
ち
こ
が
る
る ―

―
 

そ
の
ひ
と
と
き
。 

舌
は
煙
草
と
珈
琲
と
で 

は
ぶ
ら
し
の
や
う
に
爛
れ
は
て
て
（
を
ん
な
は
蓄
音
器
の
針
を
代
へ
な
が
ら
、 

痛
み
だ
し
た
る
子
宮
の
疾
患
に
あ
え
ぐ
） 

 

そ
の
ひ
と
と
き
よ
。
巷
の
温
度
は
急
速
に
下
降
し
は
じ
め
る
の
だ
。（
商
店
の 

ど
く
ど
く
し
い
廣
告
ば
か
り
が
妖
し
く
風
を
は
ら
み
）
ゆ
き
き
が
た
え
、
白
き 

舖
道
に
ゆ
き
き
が
た
え
る
。（
た
だ
ち
ら
ほ
ら
と
あ
ゆ
む
も
の
は
え
も
の
さ
が 

す
街
の
狼
と
か
え
り
を
い
そ
ぐ
支
那
そ
ば
や
。
あ
あ
、
ち
や
る
め
ら
で
十
二
月 

の
そ
ら
に
ふ
き
な
ら
す
か
な
し
げ
な
生
活
の
う
た
）
や
け
の
や
ん
ぱ
ち
に
醉
つ 

ぱ
ら
つ
た
い
く
た
り
の
を
と
こ
ら
が
、
ぽ
す
た
あ
を
は
が
し
電
柱
を
た
た
き
あ 

る
ひ
は
凍
つ
た
み
ち
に
す
つ
て
ん
こ
ろ
り
ん
と
こ
ろ
が
り
な
が
ら
、
き
ち
が
ひ 

じ
み
た
聲
を
は
り
あ
げ
て
（
ど
ん
が
ら
が
ん
ど
ん
が
ら
が
ん
と
う
た
ふ
の
だ
よ 

涙
を
流
し
て
う
た
ふ
の
だ
よ
。
ど
ん
が
ら
が
ん
ど
ん
が
ら
が
ん
と
） 

 

劫
初
よ
り
末
世
ま
で
吹
き
す
さ
む
巨
大
な
る
颶
風
。
巷
は
そ
の
颶
風
の
眼
に
な 

り
、
一
歩
一
歩
す
る
ど
く
虛
無
へ
よ
ろ
め
く
の
だ
。
そ
の
顚
落
を
わ
づ
か
に
さ 

さ
へ
る
一
枚
の
う
す
い
壁
を
（
そ
の
う
す
い
か
べ
を
つ
た
っ
て
學
生
等
は
か
へ 

つ
て
ゆ
く
。
耳
に
の
こ
る
勘
定
の
白
銅
の
う
す
ら
さ
む
い
お
と
）
凍
つ
た
し
き 



い
し
に
下
駄
の
お
と
が
か
ら
こ
ろ
と
ひ
び
き
、
つ
め
た
い
空
風
の
な
か
で
下
駄 

の
お
と
が
か
ら
こ
ろ
と
ひ
び
き
（
つ
き
が
で
て
ゐ
る
。
猛
獸
の
口
の
ご
と
く
血 

の
い
ろ
で
い
つ
ぱ
い
と
な
り
、
銀
行
の
鐵
扉
を
ふ
る
へ
さ
せ
る
と
）
電
柱
は
な 

み
だ
を
た
れ
電
線
は
な
み
だ
を
た
れ
、
巷
は
こ
の
ま
ま
死
滅
の
み
や
こ
だ
。
巷 

よ
。
そ
の
町
角
を
そ
の
並
木
を
そ
の
舖
道
を
、
ひ
ろ
び
ろ
と
金
魚
の
ご
と
く
泳 

ぎ
わ
け
そ
ら
に
む
か
つ
て
む
な
し
く
咆
哮
す
る
も
の
。
水
銀
柱
は
零
下
八
度
を 

し
め
し
、
そ
の
ま
ま
、
そ
の
ま
ま
巷
は
觸
手
の
方
向
を
失
ふ
。 

    

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
二
月
十
五
日
第
五
高
等
学
校
龍
南
会
発
行
『
龍
南
』
二
三

三
号
に
所
載
さ
れ
た
初
出
形
（
発
行
日
は
「
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
「
龍
南
会
雑
誌
目

次
」
に
よ
り
確
認
。
そ
こ
に
は
梅
崎
春
生
の
項
に
は
『
文
三
甲
二
』
と
あ
る
）。
底
本
は
「
熊
本
大
学
学
術

リ
ポ
ジ
ト
リ
」
内
の
同
初
出
誌
誌
面
画
像
「2

3
3
-0

0
9

.p
d
f

」
を
視
認
、
活
字
に
起
こ
し
た
。
因
み
に
、
こ

の
発
行
日
附
は
梅
崎
春
生
の
満
二
十
一
歳
の
誕
生
日
当
日
で
あ
る
。
こ
れ
を
以
っ
て
『
龍
南
』
所
収
の
詩
篇

は
終
わ
っ
て
い
る
。
第
三
連
七
行
目
の
「
お
ん
な
」
は
マ
マ
。
同
九
行
目
「
い
ま
か
と
ま
ち
こ
が
る
る ―

―
 

そ
の
ひ
と
と
き
。 

舌
は
煙
草
と
珈
琲
と
で
」
は
字
数
が
有
意
に
少
な
い
が
、
底
本
で
は
下
部
の
「
煙
草

と
珈
琲
と
で
」
の
字
間
が
有
意
に
広
げ
ら
れ
て
、
前
後
と
一
致
さ
せ
て
あ
る
。
本
電
子
化
で
は
そ
れ
で
は
上

手
く
ゆ
か
な
い
の
で
前
の
方
の
記
号
類
の
前
後
で
調
節
し
た
。
ま
た
、「
い
く
た
り
の
を
と
こ
ら
が
」
の
部

分
は
底
本
で
は
「
い
く
た
り
の
を
と
こ
ろ
が
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
意
味
が
解
か
ら
な
い
。「
を
と
こ
ら
」

の
誤
植
と
断
じ
て
、
特
異
的
に
訂
し
た
。
沖
積
舎
版
も
「
お
と
こ
ら
が
」
と
な
っ
て
い
る
。
沖
積
舎
版
で
は

第
四
連
末
部
分
の
「
ど
ん
が
ら
が
ん
ど
ん
が
ら
が
ん
と
う
た
ふ
の
だ
よ
」
の
後
に
は
句
点
が
打
た
れ
て
あ
る
。

確
か
に
行
の
最
終
マ
ス
で
あ
り
、
そ
の
可
能
性
が
す
こ
ぶ
る
高
い
と
は
思
う
が
、
梅
崎
春
生
の
意
志
に
沿
う

か
ど
う
か
は
判
別
が
つ
か
な
い
の
で
、
マ
マ
と
し
た
（
但
し
、
後
の
表
記
替
え
で
は
挿
入
し
て
は
み
た
）
。

最
終
連
の
「
咆
哮
」
の
「
哮
」
の
字
の
部
分
は
底
本
で
は
「
口
」
＋
「
幸
」
と
い
う
字
で
あ
る
。
こ
の
漢
字

は
ユ
ニ
コ
ー
ド
に
も
な
く
、
大
修
館
「
廣
漢
和
辭
典
」
に
も
載
ら
な
い
。
意
味
か
ら
み
て
も
「
咆
哮
」
し
か

考
え
ら
れ
ず
、
こ
の
よ
う
な
植
字
活
字
が
存
在
し
た
こ
と
自
体
が
驚
異
で
あ
る
が
、
誤
植
と
断
じ
て
「
咆
哮
」

http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/ryunan/mokuji.html
http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/ryunan/mokuji.html
http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7321/1/233-009.pdf


と
し
た
。
沖
積
舎
版
も
そ
う
な
っ
て
い
る
。 

 

第
二
連
末
部
分
に
「
女
士
官
」
と
出
る
が
、
旧
大
日
本
帝
国
兵
役
法
の
第
一
条
に
は
「
帝
國
臣
民
タ
ル
男

子
ハ
本
法
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
兵
役
ニ
服
ス
」
と
あ
っ
て
女
性
に
は
徴
兵
資
格
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
従

軍
看
護
婦
の
婦
長
ク
ラ
ス
は
下
士
官
相
当
待
遇
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
Ｑ
＆
Ａ
サ
イ
ト
の
回
答
に

あ
る
の
で
、
こ
こ
は
そ
れ
と
と
っ
て
お
く
。 

 

以
下
、
最
終
連
の
「
劫
初
」
は
老
婆
心
乍
ら
、「
ご
ふ
し
よ
（
ご
う
し
ょ
）」（
古
く
は
「
こ
ふ
し
よ
（
こ

う
し
よ
）
と
も
読
ん
だ
）
と
読
み
、
仏
教
用
語
で
「
こ
の
世
の
初
め
」
の
謂
い
。 

 

「
颶
風
」「
ぐ
ふ
う
」
と
読
み
、
強
く
激
し
い
風
の
謂
い
で
あ
る
（
古
い
気
象
上
の
学
術
用
語
と
し
て
は

熱
帯
低
気
圧
（
台
風
）
や
温
帯
低
気
圧
に
伴
う
暴
風
を
も
限
定
的
に
指
す
こ
と
が
あ
る
）。 

 

「
白
銅
」
当
時
流
通
し
て
い
た
純
粋
な
白
銅
貨
は
古
い
順
に
「
五
銭
白
銅
貨
幣
（
菊
）」「
五
銭
白
銅
貨
幣

（
稲
）」「
五
銭
白
銅
貨
幣
（
大
型
）」「
十
銭
白
銅
貨
幣
」「
五
銭
白
銅
貨
幣
（
小
型
）」
が
あ
る
が
こ
の
中
で

可
能
性
が
あ
る
の
は
「
五
銭
白
銅
貨
幣
（
小
型
）」
か
。「
白
銅
」
は
銅
と
ニ
ッ
ケ
ル
の
合
金
で
あ
る
が
、
実

は
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
か
ら
ニ
ッ
ケ
ル
製
の
「
十
銭
ニ
ッ
ケ
ル
貨
幣
」「
五
銭
ニ
ッ
ケ
ル
貨
幣
」
が
流

通
し
て
お
り
、
こ
の
シ
ー
ン
で
「
白
銅
」
と
は
呼
ん
で
い
る
も
の
の
、
こ
の
「
五
銭
ニ
ッ
ケ
ル
貨
幣
」
の
可

能
性
が
実
は
高
い
か
も
知
れ
な
い
（
私
は
古
銭
に
冥
い
の
で
、
こ
こ
は
ウ
ィ
キ
の
「
日
本
の
補
助
貨
幣
」
を

参
考
に
し
た
）。 

 

こ
れ
も
奇
妙
な
一
行
字
数
配
置
を
変
更
し
て
繋
げ
た
方
が
読
み
易
く
、
そ
う
加
工
し
た
も
の
を
示
す
。

『
龍
南
』
の
総
標
題
と
思
わ
れ
る
『
詩
』
と
題
名
の
鍵
括
弧
及
び
署
名
は
省
略
し
、
前
注
通
り
、
第
四
連
末

部
分
の
「
ど
ん
が
ら
が
ん
ど
ん
が
ら
が
ん
と
う
た
ふ
の
だ
よ
」
の
後
に
は
句
点
を
打
っ
た
。
ま
た
、
第
三
連

七
行
目
の
「
お
ん
な
」
を
「
を
ん
な
」
に
訂
し
、
同
九
行
目
「
い
ま
か
と
ま
ち
こ
が
る
る 

―
―

 

そ
の
ひ
と

と
き
。 

舌
は
煙
草
と
珈
琲
と
で
」
の
奇
妙
な
字
間
調
整
も
除
去
し
た
。 

  
 

 

＊ 

    
 

 
 

 

斷 
 

 

層 
 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%81%AE%E8%A3%9C%E5%8A%A9%E8%B2%A8%E5%B9%A3#.E5.A4.A7.E6.AD.A35.E3.80.819.E5.B9.B4.E5.88.B6.E5.AE.9A.E3.81.8A.E3.82.88.E3.81.B3.E6.94.B9.E6.AD.A3.E3.81.AE.E7.99.BD.E9.8A.85.E8.B2.A8.E3.83.BB.E9.9D.92.E9.8A.85.E8.B2.A8


ゆ
き
ず
り
の
男
も
女
も
、
濡
れ
た
し
き
い
し
に
あ
し
あ
と
を
の
こ
し
、
凍
り
か
か
つ
た
舖
道
の
上
に
あ
し
あ

と
を
の
こ
し
（
た
と
へ
ば
く
だ
も
の
や
。
歪
ん
だ
鏡
面
に
二
重
に
う
つ
る
な
し
、
り
ん
ご
、
ば
な
な
、
ぱ
い

な
つ
ぷ
る
が
、
き
ち
が
ひ
じ
み
た
不
調
和
を
氾
濫
さ
せ
、
赤
い
襟
つ
け
た
く
だ
も
の
や
の
む
す
め
は
着
ぶ
く

れ
て
、
は
れ
た
手
の
甲
を
小
火
鉢
の
と
ぼ
し
い
炭
に
か
ざ
し
）
み
せ
に
な
ら
べ
た
り
ん
ご
の
ひ
と
つ
が
、
行

客
の
袖
に
か
か
つ
て
、
こ
ろ
こ
ろ
と
、
し
め
つ
た
土
間
に
こ
ろ
げ
落
ち
る
。
こ
よ
ひ
、
に
ぶ
い
灯
は
わ
び
し

い
巷
に
た
ち
な
ら
び
、
雜
音
騷
音
は
ま
ち
の
す
み
ず
み
か
ら
わ
や
わ
や
わ
や
と
た
ち
、
男
も
女
も
う
つ
け
た

顏
貌
の
は
し
ば
し
に
ま
で
た
だ
れ
た
神
經
の
尖
端
を
ぶ
ら
ぶ
ら
さ
せ
て
、
犬
の
よ
う
に
あ
へ
ぎ
な
が
ら
あ

る
く
。
く
だ
も
の
や
。
ほ
ん
や
。
ご
ふ
く
や
。
そ
ば
や
。
か
ず
か
ず
の
醜
惡
な
る
生
活
の
斷
層
。
そ
の
生
活

の
論
理
を
一
歩
も
ふ
み
は
づ
さ
な
い
や
う
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
。
歳
末
の
街
を
、
い
た
ま
し
い
ほ
ど
苦
し
さ
う

に
あ
え
ぎ
な
が
ら
。（
そ
の
こ
こ
ろ
か
ら
こ
こ
ろ
へ
わ
な
の
ご
と
く
は
り
わ
た
さ
れ
た
る
あ
ひ
言
葉
。
こ
こ

に
す
す
け
た
る
町
人
根
性
。―

―

今
日
も
無
事
の
日
が
暮
れ
よ
と
。） 

 

が
あ
が
あ
と
ら
じ
お
が
そ
ら
な
り
を
し
學
生
等
は
下
駄
を
は
い
て
町
か
ど
を
ま
が
り
（
も
つ
も
の
は
う
つ

ろ
な
る
誇
り
と
か
な
し
い
ほ
ど
ま
ず
し
い
思
想
と
牡
犬
の
よ
う
な
春
情
）
肌
さ
す
十
二
月
の
風
が
は
た
は

た
と
ま
ん
と
の
裾
を
ひ
る
が
へ
す
。（
め
ん
め
ん
と
つ
ら
な
り
む
せ
ぶ
習
俗
の
う
た
）
巷
よ
。
ほ
ん
や
に
た

か
る
只
讀
み
の
む
れ
。
店
員
の
油
斷
を
う
か
が
ふ
萬
引
常
習
女
。
く
だ
も
の
を
ね
ぎ
る
わ
か
い
お
と
こ
と
。

あ
あ
、
こ
こ
で
も
鎧
の
や
う
に
厚
い
習
俗
の
壁
を
つ
き
や
ぶ
り
、
た
だ
い
ち
ど
で
い
い
か
ら
あ
の
新
鮮
な
ひ

か
り
を
み
ち
び
き
い
れ
る
ひ
と
び
と
は
い
な
い
の
か
。
社
會
な
べ
に
冷
酷
な
目
を
そ
そ
ぎ
な
が
ら
歳
末
の

人
出
は
小
便
の
や
う
に
な
が
な
が
と
つ
づ
い
て
ゐ
る
。（
め
が
ね
を
か
け
た
み
に
く
い
女
士
官
の
顏
に
か
が

や
き
わ
た
る
い
や
し
む
べ
き
誇
り
の
表
情
よ
） 

 

入
口
が
暗
い
小
さ
な
喫
茶
店
の
扉
を
肩
で
お
し
て
出
入
す
る
お
と
こ
た
ち
。
冷
た
い
か
ほ
で
か
れ
ら
を
送

迎
す
る
喫
茶
店
の
わ
か
い
を
ん
な
の
う
る
ん
だ
ひ
と
み
。
隅
の
ぼ
つ
く
す
に
は
肩
は
ば
ひ
ろ
い
街
の
ご
ろ

つ
き
た
ち
が
、
す
と
お
ぶ
の
ま
わ
り
に
は
に
き
び
を
も
て
あ
ま
し
た
や
う
な
學
生
た
ち
が
（
か
れ
ら
は
政
治

の
將
來
を
か
た
り
）
機
關
銃
の
ご
と
き
亢
奮
を
お
し
か
く
し
何
氣
な
く
煙
草
を
吸
ひ
な
が
ら
（
か
れ
ら
は
哲

學
の
動
向
を
か
た
り
）
相
手
へ
の
嫉
妬
と
反
感
に
燃
え
た
つ
て
（
か
れ
ら
は
文
學
の
貧
困
を
か
た
り
）
喫
茶

店
の
を
ん
な
の
ゆ
た
か
な
こ
し
を
ぬ
す
み
み
る
。
お
の
れ
へ
の
た
だ
ひ
と
た
び
の
媚
笑
を
い
ま
か
い
ま
か

と
ま
ち
こ
が
る
る―

―

そ
の
ひ
と
と
き
。
舌
は
煙
草
と
珈
琲
と
で
は
ぶ
ら
し
の
や
う
に
爛
れ
は
て
て
（
を
ん



な
は
蓄
音
器
の
針
を
代
へ
な
が
ら
、
痛
み
だ
し
た
る
子
宮
の
疾
患
に
あ
え
ぐ
） 

 

そ
の
ひ
と
と
き
よ
。
巷
の
温
度
は
急
速
に
下
降
し
は
じ
め
る
の
だ
。（
商
店
の
ど
く
ど
く
し
い
廣
告
ば
か
り

が
妖
し
く
風
を
は
ら
み
）
ゆ
き
き
が
た
え
、
白
き
舖
道
に
ゆ
き
き
が
た
え
る
。（
た
だ
ち
ら
ほ
ら
と
あ
ゆ
む

も
の
は
え
も
の
さ
が
す
街
の
狼
と
か
え
り
を
い
そ
ぐ
支
那
そ
ば
や
。
あ
あ
、
ち
や
る
め
ら
で
十
二
月
の
そ
ら

に
ふ
き
な
ら
す
か
な
し
げ
な
生
活
の
う
た
）
や
け
の
や
ん
ぱ
ち
に
醉
つ
ぱ
ら
つ
た
い
く
た
り
の
を
と
こ
ら

が
、
ぽ
す
た
あ
を
は
が
し
電
柱
を
た
た
き
あ
る
ひ
は
凍
つ
た
み
ち
に
す
つ
て
ん
こ
ろ
り
ん
と
こ
ろ
が
り
な

が
ら
、
き
ち
が
ひ
じ
み
た
聲
を
は
り
あ
げ
て
（
ど
ん
が
ら
が
ん
ど
ん
が
ら
が
ん
と
う
た
ふ
の
だ
よ
。
涙
を
流

し
て
う
た
ふ
の
だ
よ
。
ど
ん
が
ら
が
ん
ど
ん
が
ら
が
ん
と
） 

 

劫
初
よ
り
末
世
ま
で
吹
き
す
さ
む
巨
大
な
る
颶
風
。
巷
は
そ
の
颶
風
の
眼
に
な
り
、
一
歩
一
歩
す
る
ど
く
虛

無
へ
よ
ろ
め
く
の
だ
。
そ
の
顚
落
を
わ
づ
か
に
さ
さ
へ
る
一
枚
の
う
す
い
壁
を
（
そ
の
う
す
い
か
べ
を
つ
た

っ
て
學
生
等
は
か
へ
つ
て
ゆ
く
。
耳
に
の
こ
る
勘
定
の
白
銅
の
う
す
ら
さ
む
い
お
と
）
凍
つ
た
し
き
い
し
に

下
駄
の
お
と
が
か
ら
こ
ろ
と
ひ
び
き
、
つ
め
た
い
空
風
の
な
か
で
下
駄
の
お
と
が
か
ら
こ
ろ
と
ひ
び
き
（
つ

き
が
で
て
ゐ
る
。
猛
獸
の
口
の
ご
と
く
血
の
い
ろ
で
い
つ
ぱ
い
と
な
り
、
銀
行
の
鐵
扉
を
ふ
る
へ
さ
せ
る
と
）

電
柱
は
な
み
だ
を
た
れ
電
線
は
な
み
だ
を
た
れ
、
巷
は
こ
の
ま
ま
死
滅
の
み
や
こ
だ
。
巷
よ
。
そ
の
町
角
を

そ
の
並
木
を
そ
の
舖
道
を
、
ひ
ろ
び
ろ
と
金
魚
の
ご
と
く
泳
ぎ
わ
け
そ
ら
に
む
か
つ
て
む
な
し
く
咆
哮
す

る
も
の
。
水
銀
柱
は
零
下
八
度
を
し
め
し
、
そ
の
ま
ま
、
そ
の
ま
ま
巷
は
觸
手
の
方
向
を
失
ふ
。 

  
 

 

＊ 

  

梅
崎
春
生
は
こ
の
号
が
出
た
翌
三
月
に
こ
の
熊
本
第
五
高
等
学
校
を
目
出
度
く
（
二
年
次
落
第
留
年
で

通
算
四
年
在
校
）
卒
業
、
四
月
に
は
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
文
科
に
入
学
し
て
い
る
。 

 

な
お
、
同
号
の
『
編
輯
後
記
』（
同
前
「2

3
3
-0

1
2

.p
d
f

」）
の
前
田
氏
（
『
龍
南
』
の
次
号
第
二
三
四
号
の

目
次
と
編
集
後
記
か
ら
『
文
三
甲
二
』
の
『
前
田
可
博
』
な
る
人
物
と
判
る
）
の
記
載
に
、
例
に
よ
っ
て
応

募
作
の
少
な
い
こ
と
を
歎
き
、『
殊
に
詩
、
短
歌
、
俳
句
の
如
き
』
は
、『
も
つ
と
自
由
な
氣
持
で
』
ど
ん
ど

ん
『
應
募
さ
れ
て
い
ゝ
筈
』
、『
も
つ
と
豁
遠
』（
か
つ
ゑ
ん
（
か
つ
え
ん
）：
広
く
遙
か
に
開
け
て
い
る
さ
ま
）

『
な
氣
持
で
』
ど
ん
ど
ん
『
應
募
さ
れ
て
い
ゝ
筈
』、『
も
つ
と
』
も
つ
と
『
大
膽
に
』『
發
表
し
て
も
い
ゝ

http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/7324/1/233-012.pdf


筈
』
と
訴
え
た
末
尾
に
、 

  
 

 

＊ 

  

龍
南
詩
壇
に
大
き
な
足
跡
を
殘
し
て
梅
崎
君
が
去
る
。
梅
崎
君
の
去
つ
た
あ
と
の
龍
南
詩
壇
の
淋
し
さ

を
想
う
ふ
時
に
こ
ん
な
こ
と
を
考
へ
る
、
こ
ん
な
こ
と
を
願
つ
た
り
す
る 

  
 

 

＊ 

 

と
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
編
集
員
の
尾
越
氏
（
こ
の
『
龍
南
』
第
二
三
三
号
の
春
生
の
本
「
斷
層
」
の
前
に
載

る
「
玩
具
の
家
（
ス
ケ
ッ
チ
風
の
戯
曲
）」
と
い
う
戯
曲
の
作
者
尾
越
孝
人
（
所
属
不
明
）
で
あ
ろ
う
）
は
、

や
は
り
こ
の
『
編
輯
後
記
』
の
一
節
で
、 

  
 

 

＊ 

  

梅
崎
氏
の
詩
は
貧
し
い
中
に
も
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
投
稿
が
、
の
謂
い
で
あ
る
。］
誇
つ
て
い
ゝ
收
獲
だ

つ
た
。
が
、
君
が
去
る
こ
と
を
思
へ
ば
今
後
の
龍
南
詩
壇
は
如
何
？ 

飛
入
で
も
何
で
も
歡
迎
す
る
。
誰
か

自
信
の
あ
る
人
は
？ 

ビ
ツ
テ
！ 

  
 

 

＊ 

 

と
あ
っ
て
、
抒
情
詩
人
の
春
生
の
名
声
が
、
少
な
く
と
も
『
龍
南
』
内
で
は
い
や
高
か
っ
た
こ
と
が
よ
く
判

る
。
な
お
、「
ビ
ツ
テ
！
」
は
ド
イ
ツ
語
の
副
詞
「B

itte
!

」（
ビ
ッ
テ
！
）
で
、「
さ
あ
！ 

ど
う
ぞ
！
」
の

謂
い
。
以
上
、
彼
は
こ
れ
と
戯
曲
や
『
編
輯
後
記
』
の
書
き
振
り
か
ら
み
て
、
五
高
文
科
の
乙
類
（
ド
イ
ツ

語
選
択
）
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。］ 

   



                          
 

 

秋 

の 

歌 
 

秋
は
忍
び
女
の
よ
う
に 



跫
音

№
⇔
⅔
≤

を 

し
の
ば
せ
て 

や
っ
て
く
る 

 

つ
く
つ
く
法
師
の 

あ
の
細
い
四
肢
か
ら 

捨
て
ら
れ
た 

扇
の
骨
か
ら―

―
 

白
磁
の
器
物
の
朝
の
冷
え 

口
に
溶
け
る 

氷
菓
の
し
た
た
り 

 

（
積
乱
雲
は 

西
の
空
に 

ゆ
ら
ゆ
ら
と
立
ち
騰─

╓

っ
て
い
る
の
だ
が 

天
は
哀
し
い
ほ
ど
高
く 

そ
し
て

淡
い
の
だ
） 

 

跫
音
を
し
の
ば
せ
て
は
い
る
け
れ
ど 

ぼ
く
ら
に
は 

し
か
し 

わ
か
る
の
だ 

忍
ん
で
来
る
女
を
待
つ
よ
う
に 

ぼ
く
ら
は
耳
を
立
て 

お
前
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
訪
れ
を 

聞
き
と
ろ
う
と
す
る 

 

お
か
あ
さ
ん
の 

し
な
び
た
乳
房 

唐
も
ろ
こ
し
を 

焼
く
に
お
い 

 

死
に
か
か
っ
た
蛇
を
逆
さ
に
ぶ
ら
さ
げ
て 

子
供
達
は
町
を
ゆ
く 

色
褪№

せ
た
麦
わ
ら
帽
を
か
む
っ
て 

 

秋
は
許
さ
れ
ぬ
恋
人
の
よ
う
に 

身
を
ひ
そ
め
て
や
っ
て
く
る 

  



  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
沖
積
舎
刊
「
梅
崎
春
生
全
集
」
第
七
巻
を
用
い
た
。

同
底
本
解
題
に
よ
れ
ば
、
梅
崎
春
生
の
死
（
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
七
月
十
九
日
）
の
翌
年
の
昭
和
四

一
（
一
九
六
六
）
年
三
月
号
『
文
芸
』
に
載
っ
た
も
の
と
あ
る
。
ま
た
、
同
解
題
に
は
、『
「
秋
の
歌
」
か
ら

「
誓
文
」
ま
で
の
五
篇
は
、
梅
崎
春
生
の
没
後
に
「〈
未
発
表
〉
戯
詩
文
七
編
」
と
題
し
て
、
八
匠
衆
一
の

「
解
説
」
を
添
え
て
「
文
芸
」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
梅
崎
春
生
が
赤
坂
書
店
の
編
集
者

で
あ
っ
た
こ
ろ
、
同
社
の
「
社
中
日
記
」
と
で
も
い
う
べ
き
二
冊
の
薄
い
大
学
ノ
ー
ト
に
書
き
と
め
て
お
い

た
も
の
で
あ
』
る
と
す
る
。
彼
が
赤
坂
書
房
編
集
部
に
勤
務
し
た
の
は
、
底
本
全
集
別
巻
の
年
譜
に
よ
れ
ば
、

昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
の
三
月
か
ら
十
二
月
ま
で
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
て
い
る
（
以
下
、「
誓
文
」
ま

で
は
こ
の
注
を
略
す
）。「
八
匠
衆
一
」（
は
っ
し
ょ
う
し
ゅ
う
い
ち 

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
～
平
成
一

六
（
二
〇
〇
四
）
年
）
は
作
家
。
本
名
は
松
尾
一
光
、
北
海
道
旭
川
市
生
ま
れ
で
、
日
本
大
学
芸
術
科
卒
。

名
古
屋
の
同
人
誌
『
作
家
』
に
「
未
決
囚
」
を
発
表
、
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
、
直
木
賞
候
補
と
な
る
。

昭
和
三
三
（
一
九
五
八
）
年
に
「
地
宴
」
で
作
家
賞
（
作
家
社
発
行
の
雑
誌
『
作
家
』
に
発
表
さ
れ
た
作
品

の
内
、
一
年
間
を
通
じ
て
最
も
優
れ
た
も
の
に
贈
ら
れ
た
。
こ
の
当
時
は
同
人
の
み
が
対
象
で
あ
っ
た
）
、

昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
に
作
品
集
「
生
命
盡
き
る
日
」
で
平
林
た
い
子
文
学
賞
受
賞
し
て
い
る
。
梅
崎

春
生
と
親
し
か
っ
た
（
以
上
は
ウ
ィ
キ
の
「
八
匠
衆
一
」
他
に
拠
る
）。
春
生
三
十
一
歳
、
な
お
、
山
崎
恵

津
さ
ん
と
の
結
婚
は
こ
の
翌
年
の
一
月
で
あ
る
。］ 

        
 

 

三
十
二
歳 

 

三
十
二
歳
に
な
っ
た
と
い
う
の
に 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AB%E5%8C%A0%E8%A1%86%E4%B8%80


ま
だ 
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る 

 

二
畳
の
部
屋
に 
寝
起
き
し
て 

小
説
を
書
く
な
ど
と
力
ん
で
い
る
が 

ろ
く
な
文
章
も
書
け
な
い
く
せ
に 

年
若
い
新
進
作
家
の
悪
口
ば
か
り
云
っ
て
い
る 

 

女
房
も
持
て
な
い 

甲
斐
性
な
し
だ
か
ら 

外
食
券
食
堂
で
ぼ
そ
ぼ
そ
と
飯
を
嚙
み 

夕
暮 

帰
っ
て
く
る
と 

不
潔
な
涙
を
瞼
に
た
め
て 

窓
か
ら 

空
を
見
上
げ
て
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る 

 

時
に
は 

や
り
切
れ
な
く
な
っ
て 

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
を
う
ま
そ
う
に
啜∆

∆

り 

揚
句
の
は
て
に
酩
酊

╘
™
≡
™

し 

裸
に
な
っ
て 

お
ど
っ
た
り
す
る 

 

ゴ
ヤ
や
ド
ー
ミ
エ
だ
っ
て 

こ
ん
な
惨
め
な
男
は 

描
か
な
か
っ
た 

 

雑
巾

∙
℮
⅝
╪

に
で
も
な
っ
て 

生
れ
て
く
れ
ば 

よ
か
っ
た
の
に 

人
間
に
生
れ
て
来
た
ば
か
り
に 

三
十
二
歳
と
な
っ
た
と
言
う
の
に 

お
れ
は
ま
だ 

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る 

    



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
や
初
出
そ
の
他
は
、
前
の
「
秋
の
歌
」
の
私
の
冒
頭
注
を
参
照
の
こ
と
。
三
十
二

歳
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
リ
ン
ク
先
に
示
し
た
通
り
、
赤
坂
書
店
編
集
部
勤
務
期
（
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）

年
の
三
月
か
ら
十
二
月
ま
で
）
に
書
か
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
数
え
で
あ
っ
て
、
当
時
の
春
生
は
満

で
は
三
十
一
で
あ
る
。
詩
中
に
「
女
房
も
持
て
な
い 

甲
斐
性
な
し
だ
か
ら
」
と
あ
り
、「
秋
の
歌
」
で
注

し
た
通
り
、
山
崎
恵
津
さ
ん
と
の
結
婚
は
こ
の
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
の
一
月
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は

間
違
い
な
く
数
え
の
「
三
十
二
歳
」
で
あ
る
。］ 

                    
 

 

鴉 
 

身
体
に
合
わ
な
い 

黒
い
マ
ン
ト
を
羽
織
っ
て
い
る
が 

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/01/post-739f.html


皮
膚
病
に
で
も
か
か
っ
た
よ
う
な 

汚
な
い
足
が
出
て
る
じ
ゃ
な
い
か 

 

何
故
く
ち
ば
し
を 

そ
の
よ
う
に
意
地
悪
く
曲
げ
る
の
だ
ね 

 

誰
も
見
て
い
な
い
と 

墓
場
の
あ
た
り
を
う
ろ
う
ろ
し
て 

素
早
く
人
の
腐
肉
を 

つ
つ
い
た
り
す
る 

 

死
に
か
か
っ
た
人
の
匂
い
を 

抜
け
目
な
く
か
ぎ
つ
け
て 

屋
根
の
上
に
伊
達
者

∞

≡

⇔

ら
し
く
気
取
っ
て 

い
や
な
啼⌂

き
声
を
立
て
た
り
す
る 

 

だ
か
ら 

誰
も 

お
前
と
遊
ん
で
や
ら
な
い 

時
に 

夕
陽
に
む
か
っ
て 

飛
び
立
っ
て 

か
な
し
そ
う
に 

啼
い
て 

み
せ
て
も 

あ
あ
ま
た
お
前
か
と 

皆
眼
を
背∕

╗

け
て
し
ま
う 

 

悲
し
げ
な
目
を
し
て 

お
前
は 

ど
こ
に
飛
ん
で
ゆ
く
の
だ
ね 

 

お
れ
も
一
し
ょ
に
飛
ん
で
行
こ
う 

黒
い
マ
ン
ト
を 

借
し
て
呉
れ 

    

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
や
初
出
そ
の
他
は
、
前
の
「
秋
の
歌
」
の
私
の
冒
頭
注
を
参
照
の
こ
と
。
第
五
連

冒
頭
の
「
だ
か
ら
」
は
実
は
底
本
で
は
「
た
か
ら
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
読
め
な
い
の
で
、
梅
崎
春
生

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/01/post-739f.html


の
誤
字
か
、
沖
積
舎
版
の
誤
植
か
は
不
明
な
が
ら
（
解
題
に
は
注
も
何
も
な
い
）、
特
異
的
に
訂
し
た
。］ 

                         
 

 

己
を
語
る 

  
 

 
 

 

※ 



 
好
き
な
も
の 

酩
酊 

無
為 

 

嫌
い
な
も
の 

 

子
供 

人
混
み 

病
気 

 
 

 
 

 

※ 

 

及
ば
ず
な
が
ら
、
今
ま
で
文
学
を
捨
て
ず
に
私
が
生
き
て
来
た
の
は
、
私
の
内
に
ひ
そ
む
過
大
な
自
恃
の

心
の
せ
い
で
あ
る
。 

 

自
分
が S

e
le

cte
d
 fe

w 

で
あ
る
と
い
う
意
識
が
、
私
の
文
学
か
ら
の
逸
脱
を
支
え
つ
づ
け
て
く
れ
た
。 

 
 

 
 

 

※ 

 

あ
る
人
々
我
を
目
し
て
図
太
し
と
い
う
。
あ
る
い
は
然
ら
ん
。 

 
 

 
 

 

※ 

 

私
が
人
に
強
制
し
た
り
忠
告
し
た
り
し
な
い
の
は
、
自
分
が
人
か
ら
そ
う
さ
れ
た
く
な
い
か
ら
だ
。 

 
 

 
 

 

※ 

 

自
分
が
俗
物
で
あ
る
と
い
う
意
識
、
ど
ん
な
背
徳
無
惨
な
こ
と
で
も
や
れ
る
と
い
う
気
持
、
こ
れ
ほ
ど
私

を
力
づ
け
て
く
れ
る
も
の
は
な
い
。 

 
 

 
 

 

※ 

 

新
宿
旭
町
な
ど
、
そ
の
よ
う
な
陰
惨
な
巷
で
、
食
事
を
し
た
り
、
あ
る
い
た
り
す
る
こ
と
に
限
り
な
い
喜

び
を
感
じ
る
。
昨
日
は
、
そ
こ
で
煙
草
（
キ
ン
シ
）
十
本
七
円
五
十
銭
で
買
い
、
そ
の
中
二
本
を
別
の
男
に

一
円
五
十
銭
で
う
っ
た
。 

    

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
や
初
出
そ
の
他
は
、
前
の
「
秋
の
歌
」
の
私
の
冒
頭
注
を
参
照
の
こ
と
。 

 

「S
e
le

cte
d
 fe

w

」
は
「
選
ば
れ
た
少
数
」
の
謂
い
。 

 

「
新
宿
旭
町
」
現
在
の
新
宿
四
丁
目
の
旧
称
。
正
確
に
は
「
四
谷
旭
町
」。
戦
後
は
所
謂
、
ド
ヤ
街
で
あ

っ
た
。 

 

「
煙
草
（
キ
ン
シ
）
十
本
七
円
五
十
銭
」
「
（
キ
ン
シ
）」
は
ル
ビ
で
は
な
く
、
ま
る
ま
る
本
文
で
あ
る
。

知
ら
れ
た
安
煙
草
な
が
ら
愛
煙
さ
れ
て
い
る
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
バ
ッ
ト
」（G

o
ld

e
n

 B
a

t

）
の
こ
と
。
ウ
ィ
キ

の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
バ
ッ
ト
」
に
よ
れ
ば
、
太
平
洋
戦
争
前
後
の
昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
か
ら
戦
後
の
昭

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/01/post-739f.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B4%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%87%E3%83%B3%E3%83%90%E3%83%83%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B4%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%87%E3%83%B3%E3%83%90%E3%83%83%E3%83%88


和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
ま
で
は
、『「
ゴ
ー
ル
デ
ン
バ
ッ
ト
」
と
い
う
名
称
が
敵
性
語
と
さ
れ
た
た
め
、
神

武
天
皇
の
神
話
に
基
づ
い
た
「
金
鵄
（
き
ん
し
）」
に
名
称
変
更
さ
れ
た
』（「
日
本
書
紀
」
に
後
に
初
代
天

皇
と
な
る
神
武
天
皇
が
長
髄
彦

⌂
⅜
∆
⌡
└
↓

と
戦
っ
た
折
り
、
金
色
の
霊
鵄

╣

™

⇔

（
神
霊
の
変
じ
た
鳶≤

┘

。
タ
カ
目
タ
カ
科
ト
ビ

属
ト
ビ M

ilvu
s m

ig
ra

n
s

 

）
が
天
皇
の
弓
に
止
ま
る
と
、
そ
の
体
か
ら
発
す
る
光
で
長
髄
彦
の
軍
兵
た
ち

の
目
が
眩
み
、
天
皇
軍
が
勝
利
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
さ
れ
、
こ
れ
を
「
金
鵄
」
と
呼
ん
だ
。
こ
こ
は
ウ
ィ

キ
の
「
金
鵄
」
に
拠
っ
た
）。『
戦
争
中
に
タ
バ
コ
類
の
大
幅
な
値
上
げ
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
、
そ
れ
を
題
材

に
し
た
唱
歌
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
の
替
え
歌
が
作
ら
れ
た
が
、
そ
の
冒
頭
は
』「
金
鵄
あ
が
つ
て
十
五
錢
」

で
あ
っ
た
と
あ
る
。
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
当
時
の
十
本
入
り
「
ゴ
ー
ル
デ
ン

バ
ッ
ト
」
の
定
価
は
一
円
、
翌
年
で
も
二
円
五
十
銭
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
品
薄
で
あ
っ
た
に
違
い
な
く
、

闇
値
は
驚
く
べ
き
高
額
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。］ 

                
 

 
 

誓 

文
（
戯
文
） 

  

創
作
「
サ
ー
カ
ス
」
百
八
十
枚
、
九
月
末
日
ま
で
に
完
成
い
た
す
べ
く
、
も
し
違
約
の
節
は
人
中
に
て
お

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%91%E9%B5%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%91%E9%B5%84


笑
い
下
さ
れ
た
く
候
。
八
月
十
九
日
（
梅
崎
春
生
） 

  
 

 
 

広
告 

 

創
作
「
サ
ー
カ
ス
」
は
、
百
八
十
枚
の
力
作
に
て
、
記
憶
を
喪
失
せ
る
復
員
兵
士
と
、
サ
ー
カ
ス
の
踊
子

と
の
悲
恋
を
主
軸
と
な
し
、
敗
戦
下
に
お
け
る
世
相
が
さ
ま
ざ
ま
に
そ
れ
に
か
ら
む
、
前
人
未
踏
の
雄
篇
に

し
て
、
世
界
文
学
史
上
何
人
も
到
達
し
得
ざ
り
し
最
高
の
境
地
を
目
指
し
、
著
者
は
毎
日
ス
イ
ト
ン
を
た
べ
、

蚊
に
悩
ま
さ
れ
、
し
か
も
二
畳
の
部
屋
に
炎
暑
に
苦
し
み
つ
つ
刻
苦
、
骨
身
を
け 

ず
り
つ
つ
あ
り
。 

 

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
し
て
赤
面
さ
せ
る
大
傑
作
、
御
期
待
を
乞
う
。 

   
 

 

サ
ー
カ
ス 

 

朱
裏
の
外
套
を
羽
織
り 

小
さ
な
火
鉢
に
手
を
か
ざ
し
て
い
た
が 

ひ
じ
の
く
ぼ
み
に
う
っ
す
り
と
垢
を
の
せ 

そ
れ
ゆ
え 

お
前
の
腕
は 

い
っ
そ
う 

清
潔
に
見
え
た 

 

お
れ
は
金
が
な
い
か
ら 

木
戸
を
通
れ
ず
に 

表
に
佇
ん
で 

眺
め
て
い
た
が 

大
天
幕
の
中
か
ら
は 

ど
よ
め
き
と
拍
手
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ア
ト
は
此
の
次
） 

   
 

 
 

 

綴
方 

 

キ
ノ
フ
ハ 

ハ
イ
セ
ン
キ
ネ
ン
ビ
ト
イ
フ
ノ
デ 

赤
坂
シ
ヨ
テ
ン
ノ
人
タ
チ
ガ 

タ
ク
サ
ン
ア
ツ
マ
ツ

テ
キ
マ
シ
タ
。
オ
オ
ト
バ
イ
ノ
匂
ヒ
ノ
ス
ル
水
ニ
紅
チ
ヤ
ヲ
マ
ゼ 

ソ
レ
カ
ラ 

ス
シ
ダ
ノ
サ
ラ
ダ
ダ
ノ 



イ
ロ
ン
ナ
ゴ
チ
ソ
ウ
ヲ
コ
シ
ラ
ヘ
テ 

ノ
ン
デ
ヰ
マ
シ
タ
。
女
ノ
人
タ
チ
ガ
カ
ヘ
ツ
テ
カ
ラ
○
○
サ
ン
ト

イ
フ
人
ガ
ド
ウ
イ
フ
ツ
モ
リ
カ
着
モ
ノ
ヲ
ヌ
ギ
ス
テ 

マ
ツ
パ
ダ
カ
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
ラ 

江
口
サ
ン
ト
イ

フ
人
モ
マ
ツ
パ
ダ
カ
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
。
オ
ト
ナ
ノ
人
ノ
マ
ツ
パ
ダ
カ
ヲ
ミ
ル
ノ
ハ 

ナ
ン
ダ
カ
グ
ロ
テ
ス

ク
デ
シ
タ
。
ミ
ン
ナ
ヨ
ツ
パ
ラ
ツ
テ 

ウ
タ
ヲ
ウ
タ
ツ
タ
リ
オ
ド
ツ
タ
リ
シ
マ
シ
タ
。 

 

キ
ノ
フ
セ
ン
セ
イ
ガ 
日
本
ハ
四
ト
ウ
国
ニ
ナ
ツ
タ
ト 

オ
ツ
シ
ヤ
ツ
タ
ケ
レ
ド 

コ
ノ
エ
ン
カ
イ
ヲ

ミ
ル
ト 

ハ
ツ
キ
リ
ソ
ノ
コ
ト
ガ
ワ
カ
ル
ヤ
ウ
ナ
キ
ガ
シ
マ
シ
タ
。 

 

評 

た
い
へ
ん
よ
く
出
来
ま
し
た
。
も
う
少
し
努
力
す
れ
ば
豊
田
正
子
位
に
は
い
け
ま
せ
う
。 

  ―
―

昨
日
は
、
松
尾
君
の
部
屋
に
坐
っ
て
ゐ
た
ら
、
隣
室
に
て
同
居
人
が
姉
妹
喧
嘩
を
ハ
ジ
め
る
。
だ
ん
だ

ん
言
ひ
つ
の
っ
て
、
泣
声
や
肉
体
を
打
つ
音
。
何
か
云
ひ
か
け
て
、
そ
れ
が
鳴
咽
と
な
り
、
号
泣
と
な
っ
て

行
く
声
。
だ
ま
っ
て
聞
い
て
ゐ
る
う
ち
、
焼
火
バ
シ
で
さ
し
通
す
や
う
な
肉
情
が
、
身
内
を
貫
く
の
を
私
は

感
じ
た
。
私
は
呻
き
な
が
ら
、
掌
で
耳
朶
を
押
へ
て
ゐ
た
が―

―

禁
欲
も
久
し
き
か
な
？ 

    

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
や
初
出
そ
の
他
は
、
前
の
「
秋
の
歌
」
の
私
の
冒
頭
注
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
実

は
底
本
に
は
詩
篇
「
サ
ー
カ
ス
」
ま
で
し
か
載
ら
な
い
。
以
下
の
二
篇
は
何
故
か
（
理
由
不
明
）、
解
題
に

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
後
に
並
べ
た
が
、
原
ノ
ー
ト
の
順
序
は
こ
う
で
は
な
い
可
能
性
が
高

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
行
空
け
は
私
の
判
断
で
行
っ
た
。 

 

「
サ
ー
カ
ス
」
に
相
当
す
る
梅
崎
春
生
の
小
説
は
存
在
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

解
題
に
は
後
の
二
篇
に
つ
い
て
は
、『
本
巻
に
収
録
し
な
か
っ
た
戯
文
二
篇
』
と
し
、『
カ
ナ
づ
か
い
は
も

と
の
ま
ま
』
と
い
う
注
記
が
前
に
つ
い
て
い
る
。
ま
た
、「
綴
方
」
の
後
に
は
、『
末
尾
の
評
も
梅
崎
春
生
が

書
い
た
も
の
で
、
文
中
の
江
口
さ
ん
と
い
う
の
は
、
同
社
の
編
集
長
で
詩
人
の
江
口
榛
一
の
こ
と
で
あ
る
』

と
注
記
が
あ
る
。
江
口
榛
一

ⅎ
←
∟
⇔
╪
™
∟

（
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
～
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）
年
）
は
詩
人
で
社
会

運
動
家
。
ウ
ィ
キ
の
「
江
口
榛
一
」
に
よ
れ
ば
、
大
分
県
生
ま
れ
で
、
本
名
は
新
一
。
明
治
大
学
文
芸
科
卒

で
、
当
初
は
教
師
や
新
聞
記
者
を
務
め
て
い
た
が
、
戦
後
、
聖
書
の
啓
示
を
受
け
て
詩
作
を
行
い
、
雑
誌
『
素

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/01/post-739f.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E5%8F%A3%E6%A6%9B%E4%B8%80


直
』（
こ
れ
は
梅
崎
春
生
の
「
桜
島
」
の
初
出
誌
で
あ
る
）
の
編
集
長
を
経
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年

に
「
近
所
合
壁
」（『
新
潮
』
の
同
年
五
月
号
）
で
第
三
十
一
回
芥
川
賞
の
候
補
と
な
っ
た
。
翌
年
、
受
洗
す

る
も
、
既
成
の
教
会
に
飽
き
た
ら
ず
、
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
に
は
『
困
っ
て
い
る
人
が
自
由
に
な
か

の
金
を
取
っ
て
使
う
こ
と
を
目
指
し
た
』
募
金
活
動
「
地
の
塩
の
箱
運
動
」
を
起
こ
し
た
が
、
二
年
後
に
縊

死
自
殺
し
て
い
る
。
娘
の
江
口
木
綿
子

╝

℮

↓

さ
ん
に
よ
っ
て
「
地
の
塩
の
箱
連
盟
」
と
し
て
遺
志
が
現
在
も
続
け

ら
れ
て
い
る
（「「
地
の
塩
の
箱
運
動
」
に
つ
お
て
は
北
尾
ト
ロ
公
式
サ
イ
ト
「
全
力
で
ス
ロ
ー
ボ
ー
ル
を
投

げ
る
」
の
「
昭
和
の
根
っ
こ
を
つ
か
ま
え
に
」
の
『
第
３
回
「
地
の
塩
の
箱
」
の
巻
』
に
拠
っ
た
）。 

 

「
豊
田
正
子
」（
と
よ
だ
ま
さ
こ 

大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
～
平
成
（
二
〇
一
〇
）
年
）
は
随
筆
家
・

小
説
家
。
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
、
東
京
葛
飾
区
渋
江
小
学
校
在
学
中
に
綴
っ
た
生
活
記
録
が
「
綴
方

教
室
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）
年
に
は
左
派
の
小
説
家

江
馬
修
（
し
ゅ
う
／
な
か
し 

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
～
昭
和
五
〇
（
一
九
七
五
）
年
：
中
華
人
民
共

和
国
で
は
最
も
有
名
な
日
本
人
作
家
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
晩
年
は
殆
ん
ど
黙
殺
さ
れ
た
）
ら
と
と
も
に

『
人
民
文
学
』
を
創
刊
（
後
に
江
馬
と
同
棲
す
る
が
、
絵
馬
に
は
女
性
遍
歴
癖
が
あ
り
、
そ
の
後
、
捨
て
ら

れ
て
い
る
）、
昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）
年
に
は
実
母
を
描
い
た
長
編
「
お
ゆ
き
」
を
発
表
、
昭
和
六
一
（
一

九
八
六
）
年
に
「
花
の
別
れ
」
で
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
賞
を
受
け
て
居
る
（
以
上
は
事
典
そ
の
他

の
複
数
資
料
を
参
考
に
し
た
）。
］ 

         
 

 

烏
賊
干
場
風
景 

 

お
れ
は
青
い
海
を
見
に
き
た
の
に 

ど
う
や
ら
こ
こ
に
は
な
い
ら
し
い 

http://www.vinet.or.jp/~toro/genko/syowa3.html


 

砂
丘
に
つ
ら
な
る
無
数
の
干
場
を 

歯
ぐ
き
色
の
潮
風
は
吹
き
わ
た
り 

渚
⌂
⅞
↕

に
は
た
れ
も
い
や
し
な
い 

低
い
家
家
は
み
ん
な
半
戸
を
お
ろ
し 

ち
ぎ
れ
た
漁
旗
が
と
お
く
で
鳴
っ
て
い
る 

そ
れ
に
し
て
も 

か
く
も
お
び
た
だ
し
い
磔
刑

√
ↄ
↑
™

の
群 

た
く
さ
ん
の
不
運
な
烏
賊

™

⅛

ど
も
が 

軟
体
を
竹
串
で
つ
ら
ぬ
か
れ 

先
ず
眼
玉
か
ら
そ
の
ま
ま
す
こ
し
ず
つ
乾
い
て
ゆ
く 

脚
を
ち
り
ぢ
り
ち
ぢ
ま
せ
て 

す
る
め
に
な
り
か
け
た
の
も
す
こ
し
は
い
る 

な
ん
と
い
う
に
お
い
だ
ろ
う 

こ
れ
は 

や
く
ざ
な
蠅
の
よ
う
に
眼
を
ぐ
る
ぐ
る
さ
せ
て 

お
れ
は
干
場
干
場
を
わ
た
っ
て
あ
る
く 

 

生
乾
き
で
半
透
明
の
膜
に
な
っ
た 

烏
賊
た
ち
の
飴
色
の
胴
な
か
を 

海
が 

水
銀
の
よ
う
に
重
た
く 

か
な
し
く 

く
ら
く 

ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
て
い
て 

お
れ
が
見
た
の
は 

た
だ
そ
れ
だ
け 

   



 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
沖
積
舎
刊
「
梅
崎
春
生
全
集
」
第
七
巻
を
用
い
た
。

同
底
本
解
題
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
一
月
号
『
文
芸
時
代
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

春
生
三
十
四
歳
で
、
こ
の
年
の
三
月
に
は
単
行
本
『
桜
島
』
を
月
曜
書
房
よ
り
再
刊
し
て
い
る
（
初
版
は
前

年
昭
和
二
十
三
年
三
月
大
地
書
房
刊
）。 

 

こ
の
景
色
は
後
の
「
幻
化
」
を
直
ち
に
想
起
さ
せ
る
が
、
寧
ろ
こ
れ
は
、
梅
崎
春
生
自
身
が
桜
島
の
海
軍

基
地
に
転
任
と
な
っ
た
際
、
枕
崎
で
管
見
し
た
原
風
景
に
、
そ
れ
以
前
の
吹
上
浜
（「
砂
丘
」
と
あ
る
）
の

記
憶
が
混
成
さ
れ
て
創
り
上
げ
ら
れ
た
幻
影
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
？ 

と
す
れ
ば―

―

冒
頭
の
「
お
れ

は
青
い
海
を
見
に
き
た
」
と
い
う
「
青
い
海
」
と
は
「
桜
島
」
冒
頭
や
後
の
「
幻
化
」
の―

―

あ
の
坊
津
の

風
景―

―

な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
？
］ 

    

藪
野
直
史
編 

梅
崎
春
生
全
詩
集 

完  

（
ワ
ー
ド
縦
書
第
一
版
二
〇
一
六
年
二
月
二
十
三
日
発
行
）     

や
ぶ
ち
ゃ
ん
の
電
子
テ
ク
ス
ト
集
：
小
説
・
戯
曲
・
評
論
・
随
筆
・
短
歌
篇
へ 

http://homepage2.nifty.com/onibi/textsyousetu.htm

